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               緒     論

 人造絹綜工業ハ朝近 ノ化學工業中 ソノ進歩焚達ノ最 モ著 シイモノデアル。本邦二於テハ歌米諸

國 二比 シ些 力立遅 レノ観 ハアツタガ、最近数年間ノ躍進目畳マシキモノアリテソノ産額ノ、己二年

産5000萬 封度二近久 製品モ優秀 ナルモノガ出來、 マタニ三年前 カラ・・其輸出額モ激}曾シ、東洋

南洋市場二本邦 ノ人絹ハ盛 ニソノ姿ヲ現ハス檬ニナッタ。

 併 シコ・二最 モ遺憾 ナルコトハ、入絹 ノ原料 トナルベキPulpガ 現在日本二於 テ工業的ニハ全

然生産 サレテ居 ラヌ事デアル。

 封外経濟關係ノ良化 ノ爲 ニモ、國内林業及 ビPu】p工 業振興ノ立場カラ見 テモ、人絹用Pulp

ヲ國産二仰 グコ トノ最モ緊要 ナルハ論 ヲ俣 タヌ。3C一 朝有事 ノ際、棉花ノ生産 ヲ殆 ンド有セザル

吾國 ノ現 伏二於 テノ・、綿火藥材料 ノ給源ヲー部分純良ナル木材Pulpヲ 以 テ補 フr云 フ事 モ考ヘ

テ置カネバナラヌ問題 デアル ト思 バレル。

 比較的遠 キ將來ハ4ザ 知 ラ7.,サ シアタヅテハ本邦 デ人絹用Pulp原 料材 トシテ北海道 ノ森林

ニアマリ期待シ得ヌ今 日、 ソレヲ樺太ノ針葉樹林二求メルコトガ最モ合理的デpラ ウ。而 シテ樺

太 二於 テ此用途二工業的 二用 ヒ得ル ト考ヘラレル樹種ハ、實際上 えぞまつ トと穿まつ ノミデア

ノレO

 依 ツテ、 コ・二樺太産えぞまつ、と"ま つ ノ木材化學的分析、顯微鏡的乃至組織學的研究、材

ノ蒸煮試験及 ビ生成PU!pノ 考究等 ヲナシタワケデアル。
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            A.総     論

              1人 絹 界 ノ 大 勢

 1,世 界 二於 ケル人絹業

 躍 洲大戦以後非常 ナ勢 デ嚢達 シ.年kソ ノ産額 ヲ壌 シテ來 タ。1930年 度 ハ稽減産 ヲ示 シタガ、

1931年 度 ニハ再 ピ從來 ノ記録 ヲ破 ル槍産 ヲ示 シテヰル。(第i表 参照)

                   第1表

                世界人遙絹綜累年生産額

                  (車 位一萬封度)

                 1900      20U

                 1910     1,EOO

                 19?0         5,000

                 1921         6,000

                 1922        8,036

                 1923         9,693

                 1924        11,5F5

                 1935        16,465

                 1326        21,858

                 1927        28,874

                 1928        34,791

                 1929        43,440

                 1530        41,480

                 1931        44,1UU

世 界 的不景氣 ノ打撃 ハ アル ニハ アルガ、他 ノ工業 二比 ベル トソノ程度ハ輕微 デ アル。

 現 在世界 ノ人絹工場 総歎 ハ約300デ ア ルっ 米國、伊 太利、猫 乙、佛蘭西、 日本、英 吉利 等 二最

モ盛 デアル。

 2、 本邦 二於 ケル人 絹業

 日本 二於 ケル人絹産額 ハ、1920年 ニハ僅 力20萬 封 度 ダ ッタモ ノガ1925年 ニハ320萬 封 度、1931
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年帥チ昨年ハ4800萬 封度 ヲ示 シ、 ソノ槍産率ハ非常 二高 イ。特二昭和年間ニナツテ盛デ、昭和七

年度 ニハ旭絹織、昭和 レー ヨンノ籏張計萱 ブリ、同八年度ニハ、倉敷、帝人、東洋各會肚 ノ墳産

計書 ガアルカラ今後更二産額ハ糟 ズコトト思 バレル。

 産高 ハ米、伊、英、猫、佛 二次 ギ、昨年 アタリハ佛國ヲ凌駕 シタノデハナィカ ト思バ レル。又

猫逸 ヲモ凌 イデ世界第四位ニナル日モ遠 クハアルマイ。(第2表、第3表参照)

            第2表  各國別人絹生産額 (軍位一千封度)

           談 ・927・928 ・9・9 ・9・・
           来    國    75,522    97,7UU   123,130   119,000

           伊    國    49,720    50,380    64,680    59,300

           英  國  38,802  50,388  56,900  48,770

           濁  國  36,000  43,000  55,000  48,500

           佛    國    26,400    30,000    37,650   40,000

           日    本    10,500   ・16,500    27,000    36,000

           和  蘭  16,500 18,COO 20,500 18,500

           瑞  西  9,COO  12,000  12,250  10,670

           白  國  13,200  15,000  14,520  10,450

           其  他  13,100  14,972  22,770  23,610

           合    計   288,i44   347,940   434,400   414,8CO

                   第3表

                本邦 黒年人逡絹赫生産高

                  (車位一封度)

               1918(ヲヒ_{ゴ)           100,000

               1919(大 八)     140,000

               1920                 GOO,000

               1921                 250,000

               1922                  627,000

               1923(大 十 二)        780,000

               1924               1,368,000

               1925               3,200,000

               1926                5,00',000

               1921(e召二二)         10,500,000

               1928              16,500,000

               1929              27,COO,000

               1930              56,000,000

               1931              47,500,000

 現 在 ノ人絹會肚薮 ハ約10、 ソノ彿込資 本約6000萬 圓 デアル。

 第4表 二示 スガ如 ク.我 國 ハ天然絹綜 トノ關係 モ アル デアラウガ、諸文明國中 ソノー人當 リノ
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入 絹 消費高 ハ最 下位 ニアルo

                   第4表

            1930年 度 各國人ロー人営y人 絹生産並二清費高

                  (輩位封度)

                    滑  費   生  産

            瑞      酉           1.40          2三65

            白   國      0.98     1.31

            英   國      qg6     1・10

            米   國      ().8G     O.96

            濁   國      0.8      0.73

            佛   國      0・66     1・00

            伊   國      048     1.41

            日       本            0.37           0.40

            禾n      蘭            0.35           2.44

 此 鮎 カラ見 テモ、吾國 ノ人絹需要 ハマダ マダ檜加 スルデ アラウ ト考 ヘ ラ レル。

 3.人 絹 一般論 及 ビ其將來

 近 年人絹 ノ品質 ハ非 常 二向上 シ、強度 、耐 水性 ハ大 トナ リ、繊度 ハ小rナ リ光澤 ハ穏 雅 二手鰯

リハ柔 カニナ リ、染 色性 モ亦改良 サ レ、 ソノ上 二便格 ・・漸次廉 クナ リViscose継 ニ ツイテ見 ル ト

生 産費ハ恐 ラク1kg.ア タ リ1圓50銭 以 下 デ アラゥh考 ヘ ラレル。

 晶 質 ノ改良 卜償格 ノ低 下 卜相 倹 ツテ、人 絹 ノ需 要 ハ今後盆 々堆 大 冬ルデ アラウ。併 シ蘇 ツテ考

ヘ ル ト人 造絹綜 ノ用 途 二・・自 ラ限度 ガ アリ或n;?デ 登 展 シタ後 ニハー韓 シテ人造短 繊維 ノ製造

二移 ルモノ ト思バ レル。 人造短繊維 ハ紡績用繊維 デアツテ ソノ用途 ハ廣 大 デ アルO現 在デハ未 グ

試験期 ヲ脱 シ得 ナイガ將來 二於 テハ必ズ勃 興 スベ キモノデ アル。

 併 シ現 今 ノ人絹 ガタ トビ人造短繊 維 二移行 スルhシ テモ ソノ原料關係 ガ全然一慶 シテシマ フ ト

モ思 ハ レナ ィo

 ソ コデ以下Sulphite puipヲ 中 心 トシテViscose用 人絹原料 關係 ヲ調 べ テ見 タイ ト思 フ。

            -- Viscose法 人 絹 ノ原 料 關係

 世 界 二於 ケル入絹 ノ製 法別 ノ關係 ヲ示 スr,第5表 ノヨウニナル。
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                   第5表

             世 界人造絹綜産額製法別 (翠 位一千妊)

                   1929             1930

                  産額  %   産額  %

           Viscose式   173、8・・s7%   172,7…sus/

           Acetate式    1U…6    13.G_G.9

           酸 イヒ銅 式       8.3・鱒 4        (i.4・韓 3.2

           硝 イヒ綿 式       5.3… 3        4・0・9・2.0

             計     198.8…100%  193,7…100.000

 帥 チ、Viscoseガ 全 膿 ノ90%近 クヲ占 メテヰル。 Viscose l原 料 ハ、米國等 デハー部分Linter其

他 ヲ用 ヒテヰ ルガ、大部分 ハ.Sulph`te p琶】pデアル。ソ シテソノSulphite Pu1Pノ 原 料 トシテハ云

フマデモナ 久 針 葉樹材中 ノ或 種 ノモノガ用 ヒラレル。

 1、 世 界 二於 ケル木材Fulp原 料

 六 大洲 別二針葉 樹林 ノ面積 ヲ示 ス ト第6表 ノヨウニ ナル ガ、世界 ノ針葉樹 林ハ誰 モガ知 ツテ居

                  第6表

             六大洲別針葉樹林 (軍位百萬工一力騨)

                  面 積 芒鍛騨
             Europe          579         .21,9

             Asi1            889          33,6

             Africa        7       0,3

             Agstralia      15       0,6.

             North America 1,086      39.5

             South America  103      4.1

             TOTAL      2,645       100.0

ル通9 大艦 次 ノ四大森林地方 二分 チ考 フル コ トガ出來 ル。

 (1)中 欺 ……猫逸.Czecho-Slovakia.∫ugo-Slavia,填 衣利、供 牙利 二跨 ガル。 人工林 ニ シテ過

伐 ノ惧 レハナイガ其蓄積 ハ他 ノ三者 二比 ス レバ.現 在 ノ トコロ著 シク砂 ナイ。

 (z)Scandinavia及 ビRussia… … 北欺 寒帯 ノ原生 林、 Russia二 於 テ・・尚將來 アル ベ キ モ

Scandinavia二 於 テハ現在盛 二過伐$vテ 居 ルc

 (3)U.S.A.及 ピCanada… … 原生林 ニ シテ盛 二過伐 シツ・ア リ.殊 二米 國 ノ如 キ生長量 ノ数

倍 ノ過 伐デ現在 ノマ ・進 ム ト30乃 至40年 ヲ出 デズ シテ皆無rナ ルペ シh セ ラ レル。

 (4)Siberia,及 ビ 満 洲……交通 不便等 ノ原因 二依 リ詳細 ハ不明 ナ)Lモ 著 シク亘額 ノモノガ死
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藏 セ ラレテ居 ル ト概言 シテ差支 工無 カラウ。『殊 二'Siberia一 ソ レモ本邦 トー衣帯 水 ノ極東地 方

一 二於 テ然 ルヲ知 ノ10

 各 國 別 ノ針 葉樹 林面積 ハ、第7表 二示 ス如 クRussia最 モ多 久Canada, U.S.A.等 是 二次 グ。

                  第  7 表

            世界 各國瑚針葉樹林面積  (軍位百萬工一カー)

  Russia    1,159.G    Mexico   35.O    Germany   20.7

  Canada       546,7      Newfoundland  6.O      Russia     1,159.4

 Austria-Hungary(薔) 25.O      Norway     12,R      Spaiu       10.5

  Belgium         U.4       Portugal     2.4       Swedes      48.6

  Brazil        100.O      Roumania    E.2      Switzerland    1.6

  Gr. Britain       O,8       11enmark     O,4       U.S.A.      340,0

 1taly                O,6          Finland        43?           Others         263,5

 Japan          21.3       France       4.9.      Total      2,649.0

 一 盟Sulphite pulpノ 原 料材 トシテハ同一種 ノ材 ヲ極 メテ多量 二得 ラル ・事 ヲ必要條 件 トスル

タメ.針 葉樹 中 デモ實際用 ヒラ レナ ヰル樹 種 ハ唐檜及擢 ノ馬 二限 ラ レテヰル。

 唐 檜、椎 ハ北牢球 ン寒帯地方 二多 ク、極 メテ豊 富 二存在 スル。比 重小 サク柔 々ク木 目正 シ久

Ruin紗 ナ ク亜硫酸 法 二遮 シテヰ ルo

 A世 界 各國 二於 ケル著名 ナ原木 ヲ列 學 スルh,

   唐 檜 罵 (Spruce, Fichtc;Pi;;ea)

       Picea rubens(Red spruce)        加 奈 陀、米 國

          canadensis(White spruce)

       〃  exceisa(Norway spruce, Fichte)  欧 洲 地 方

       〃  ajanensis (え ぞ まつ)        北 海 道 、樺 太

   相:   島  (Fir, Tanne, Abies)

       Abies balsamea (Balsam fir)       加 奈 陀、米國

       「ク  grandis(Lowland fir)  ・  ・ 米 國太 李洋岸

       ク  pectinata(S:lver fir, Edeltanne)   欧 洲 地 方

       〃  sachalinensis・(と ど まつ)      北 海 道、樺太

 郎 チA國 二於 ケル主 ナルモノハ、え ぞ まつ トと どまつ トデ アル。

 世 界各國 二於 ケル木 材Pulp生 産 高 ヲ示 ス ト第8表 ノヨウニ ナル。
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                                   第  8 表(雇)

                        世 界 木 材Pulp亜 産 高  (軍位 一千噸)

                      Chemical Wood Pulp       .bfechanical. Wo。d Pulp
                                                     -                  

1925         1926         192`1            1935         1926         192i

    Japan            207         266         29G             218         234         240
                                                                 r.・

    Sweden       1,294     1,4x;0     1,563         439      477      524

    Finland          367        450        497            275        278        317

    .Norway      372     333     372        440     423     445

    Belgium     25     25   . 25       -     一     一                                                                             「

    Esthonia         16         14         26            19         18         20

    France             90           90          90              90           90          90

    1taly                7           7           7              25          25          25

    Latvia               3            8           19               ‐           ‐           ‐

    Holland           38          42          45             28          33          38

    Poland           43         49         55             16         16         16

    Yortagal         3        3        4          ‐        ‐        ‐

    Ruminia      28      80     't2        4      iO     36

   Russia             50           64           78              45           72           83

   Switzerland      32       32       32           5        5        5

    Great Britaiu      117          120          145              ‐           ‐           一一

    Checko Slovakia  160       1"rl       200          50        53       50

   Germany      913      971     1,071        737      727      818

   Austria       lib      183      193         89       9G      94

   U.S.A.     2,035    2,340    1,527       1,516    1,534    1,479

   Canada           960        1,117        1,158           1,448        1,698        1,743

   Mexico      10     10     10.       20     20     20

     ewfound(and    35      46      53        110     142     161

   Span            ‐         ‐         ‐            14         18         18

   全 世 鼻生 産 高  6,381    7,871    7,544      5,58b    6,078    6,222

   2,本 邦 二 於 ケ ル 木 材Pulp原 料             ..     、.

  日本 ノ針 葉 樹 林 面 積 ハ 、 第9表 ノ示 ス如 ク統 計 上 、 内 地 二最 モ 多 イ ガ、 是 ハ 松 、 杉 等 デFulp

用 材 トシ テ ハ 問 題hナ ラ ナ ィo

           (1)Pulp&Paper Mag.1929, Vol・28,364・ 1・(繊 維素 工 業Vol. f,, P・46)
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               第  9  表(1)

        林 相 溺 面 積  (大正十年末現在)  (軍位一千町)

編 謹 内 地 北醐 樺 太 藁 灘 朝 鮮 計
 針 葉 樹 林    3・,;    417   2・053    355    -一    一

 澗   〃   〃   〃          5,6i4       2,073        440       1,049         _         一

 針 潤 混 湧 林    4,438  2,252   350   178   -    一

 竹  林  等     125    -一    一     25    -     一

 立 木 地 計    14,£06   4,?43   2,843   1,607   12,767   36,167

 吹 二蓄積石歎 ヵラ見 ルh,大 饅 第10表 ノ如 久 樺太 ガ最 モ多 イ。併 シ此統 計ノ・非常 二遍 大二見

積 ラレテヰル様 デ唯 輩 二、地方別 ノ大髄 ノ蓄積 ノ比卒 ヲ知 ル ノミニ止 メタ イ ト思 フ。

               第  10 表(2)

          本 邦 樹 種 別 蓄 積  (軍位 一萬石)

 地   方  針 葉 樹  潤 葉 樹   計   備  考

 内     地     36,916    100,9;0    197,886   大11(調 査)報 告

 北  海  道     76,090    146,224    222,814   大io報 告

 樺     太     172,s17     9,739    182,357   大10〃

 蜜     渇      3,020     2,662     5,682    大10〃

 内地 二於 ケル木 材Pulp産 額 ハ次 ノ如 ク(第11表 参 照)ヤ ハ リ、樺 太 二於 テ最 モ多 ク生産 サvル 。

               第  11 表(3)

        日本 二於ケw産 地別木材Pulp産 額 (昭 和六年ハ豫想)

         昭3 昭4 昭 」 昭6

 樺      太     237,390噸       273,577        304,419        316,091

 4ヒ    享毎    道        187,968              197,448              182,439             155,4'9

 内          地        128,8i5             1 i2,343             124,459             117,872     ,

 朝          鮮         13,233              15,234              14,221              15,600

 滞      洲      5,747        8,020        9,801        10,000

   計             573,276             626,622             630,338             615,003

 全 産額 ノ中約牛分 師 チ30萬 噸 前後 ・・Sulphite pulpト 見 テ大 シタ誤 リハ ナィh思 フ。

 次 二日本 二於 ケル木 材Pulp需 給 關係 ヲ記 ス ト第12表 ノ ヨウニナル。

     (1) (2)  帝國林業綜肇薯

     (3)    昭和 七年度時事年鑑



                                         9

                  第  12 表 ①

               木 材 Pulp 内 地 需 要 類

                 (皐  位  噸)

            ∠L 産 額    輸 入 額    輸 出 額    内地需要額

  a召       1                coo,XO1            63,151               _           563,452

  町召       2                541,895            i1,301              i;0           613,0rs

  昭    3         573,276      r3,ld4        -      64",4£O

  ai      4               {～26,622           ε0,410              _           707,0 2

  0『{       5                635,33$            79,107               _           704,64{

 3,樺 太 二於 ケル木材Pu】P原 料

 樺 太 ノ原始 林 ノ樹 種 ハ百!c十 種 ヲ数 フルモ其蓄積 ハ とrま つ、 えぞ まつ最 モ多 ク シテ約80%ヲ

占 メテヰ ル。昭和三年度 ノ嚢表 ニ ヨレバ、樺 太森 林面積 ハ全島面積333萬 町 歩 二封 シ、立 木面積

188萬 町 歩 ニシテ、針葉樹 蓄積5.2億 石 、潤葉樹菩積0.8億 石 デアル、故 二えぞ まつ、 と Σ'まつ ノ緯

蓄積 ハ約4-5億 石 卜見 ルノガ至當h思 バ レル。

 樺 太材 ・・近 年非常 二多 クPulp用 材 トシテ伐探 サ レ、使用 量ハ年 々堆 加 ノ傾向 ニアル。(第13表

参 照)

                  第 13表(2)

             Pnlp用 材 トシテ樺太材総使用量

                  (軍 位 石)

           年  度

           pu     1        4,315,595

           昭   2    4,532,905

           昭   3    5,268,041

           昭  4   5,881,i30

           a召     5        6,ssi,353

           將糊 ・瞬 職 薯:::臨1

 即 チ年 二約700萬 石 ヲ漕費 シテヰ ル。

 内 地材、北 海道 材 ノ減 少 ト共 二、盆 々使用 量ハ壌 ス形勢 ガ アル。

 第14表 ヲ見 ル ト北海道 材 ノ漕費 ガ年 ト共 二減少 シツ ・アル コ トヲ知 ル。是 二反 シ第15表 ノ示 ス

 (i) 昭和七年度時事年鑑

 (2) 昭 和六年度樺太年鑑
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                  第  14 表(1)

            製紙原料木材使用額 (昭6ハ 躁想)(翠 位 石)

          種 別 昭4昭5昭6

          内 地 材     616     870    1,000

          北 海道材   2,399,972  1,991,764  1,558,025

          樺 太 材   5,881,730   6,234,974  6,357,596

          朝 鮮 材       295,752       199,280       200,000

          滞 洲 材   134,880   113,G12   11G,G66

                  第  15 表 し2)

             ・蝉 購 鞭 用高…禁鵡讐 ・…
               昭   1      40,1°0

               昭   2       47.7

               昭   3       43.4

               昭   4       68.6

               昭   5       74.0

如 久 樺 太材ハ.昭 和元年 ニハ全國Pulp用 材 ノ約 婁0%ヲ 占 メ テヰタニ過 ギナイガ、昭和五年 二

・・實 二全國使用量 ノ74%ヲ 賄 ツテヰル事 ヲ知 ル。以 テ如 何 三樺 太材 ガ本邦 ノPulp用 材 トシテ重

要 ナル カヲ知 ルコ トガ出來 ルF思 フ。

 4、 本 邦 ノ人絹用Pulp官 給 問題

 一 饅吾國 デ何 ノ位 ノ量 ノPulpガ 人 絹用 トシテ漕費 サ レテ居 ノLカ。 吾國 ノ入絹工場 ハ殆 ンr°

部 ガViscose法 二依 ツテ居 ル。

 Viscose法 デハー般 二150 Pulp→100 Rayon位 ノ牧量 トサ レテヰル。 又Eggertハ 最(くの)大牧量

ノ場合 デ75%デ アル ト云 ツテヰル。 ソ レデ牧量 ヲ70%ト シテ我國 ノ入絹産額 カ ラ推定 スル ト大

磯、漕費(現 在 ノ」伏態 デハ滑費 量=輪 入量)サ レテヰル人絹用Puマpノ 量 ガ判ル。 ソノ關係 ハ第17

表 二示 ス如 クニナル⊂ 而 シテ本邦 ノPulp輪 入 絡額 ハ1200萬 圓 程度 グカ ラソノ中三分 ノー位 ・・人

絹 用 デアーラウ ト思 バ レル。

 人 絹用Pulp・ ・主 二Canada, Norway, Swedenカ ラ輸 入 サ レテヰ ル。

  (1) 昭和七年度時事年艦

  (2) 昭 和六年度樺太年艦

  (3) Eggert:Die Herstell.・Il. Verarbeit. der Z'isl.ose B.90
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                  第  16 表(t)

             製紙 用Pulp(人 絹 用Pulpヲ 含 ム)本邦輸入額

          年 度 昭2 昭3昭4昭5

          金  額  11,930千 円 11,455  13,485  12,084

            量       i2,427駈    74,299    H 1,681    80,356

          昭和五年度…英國ヨリ 180千 円  来國 ヨリ 833千 円

                蜀國 〃  645    加奈陀〃 5,460

                瑞典  〃    921        其 他(も)  〃    437

                諾威  〃   3,609

                   第 17 表(2)

                人絹産額ヨリ推定セry本 邦

                人絹 用Pulp輸 入量

                    (皐位……一萬封度)

                19・dO                糸㌻    30

                1925                q   960

                1929               〃  3,860

               1990                 >>  5,140

               1931               〃  6,790

 人 絹 用Pulpヲ 國 内 デ生産 セ ン トスル企 テノ・大分方 々ニ アル檬 デ アル ガ.未 グ工業 的 二成 功 シ

タ例 ハ全然 キカナ イ。

 大 日本人絹 パルプ株式 會肚 ハ資本金1000萬 圓 、彿込四分 ノー デ本年二 月十 日創立総會 ヲ開 丁タ

ガ利構 問題 デ未 ダニ波瀾 ヲ重 ネテ居 ル様 デアル。

 同1吐デハ多分樺 太 ちとん川 、振 戸川 流域 ノ木材1300萬 石 ヲニ十年間 二排 下グ ヲ受 ク ソノ牛分 ヲ

以 テ2萬 噸 ノPulpヲ 作 リ、 ソノ中 ノニ分 ノー郎 チ1萬 噸 ヲ人絹用Pulpト スル計書 デ アル。

 樺 太工業株式 會魁 デ・・會杜 關係者 ノ言 ニ ヨル ト、人絹用Pulp・ ・月産20傷 一300噸 、値段 ハ外國

品 ガ1封 度 ニツキ8銭 見當 ダカ ラ、7.5銭 位 ナラ引 キ合 フ ト云 ツテヰルガ、、實際 ハ資本 系統 ヲ利

用 シテニ、三 ノ人絹 會杜 デ試験 的 二使 ッラ居 ル ノ ミデ、未 ダ工業 的 ニハ問題 トナ ラナイ。

 何 ニ セヨ、人絹用Pulpヲ 本 邦 デ少 ク トモ ソノー部分 ヲ自給 スル事 ハ非 常 二望 マシイコ トデア

ノレO

 殊 二蓮賃 關係 卜關税關係 デPulp 100斤 ニ ッイ テ關税27銭MフHandicapモ アル コ トダ ヵ ラ

此 問題 ハ ソウ困難 ナコr・ モ思 ハ レナイ。

 (1)帝 國統計年鑑

 (2)石   崎
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 兎 二角、國 内デ作 ル トスレバ ソノ給源 ハ、樺太 ノ針葉樹GI!チ え ぞまつ、 と ・'まつ 二仰 グ ヨリ外

二殖 ガナ ィ。

 カ ・ル理由 カ ラ著者 ハ樺 太産 えぞ まつ 、と 草まつ ノ研究 ヲ企 テタ ワケデ アル。
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           B.實 験 及 ビ 其 考 察

        1.樺 太産えぞ まつ、 と1・まつ ノ植物學的考察

  t、俗稽あかと"、 俗構あをと掌、粗皮ノえぞまつ、滑皮ノえぞまつノ差異

                                      m
 と"ま つ 二 あ を とvま つrあ か と ∬ ま つ ト ア リ前 者 ハAbies Mayriana, Miyabe et Kudo(A.

cachali r ensis var. Mayriana Miyabe et Kudo)3C・ ・Abies Sachalinensis, Mast.ト シ テ知(くり)ラレ其 特

徴 ハ あ か と 穿 ま つ 二比 シ樹 皮 ハ 灰 碧 色 、 葉 ハ 常 二微 凹 頭 、 苞 鱗 ハ 種 鱗 ヨ リ長 ク著 シ ク挺 出 反 捲 ス

ル 、 別 名 ト シ テ とi・ 、 や ゆ 、 あ を と 球、 て しほ まつ 、ふ つ ぶ 、や ゆ つ ぶ 等 ノ稽 ガ ア ル 後 者 ハAbies

       C1)                               C"一)
Sachatinensis, Mast.叉 ハAbies Nemorensis, Miyabe et Kudo i・シテ知 ラレ其 特徴ハ樹 皮赤色 ヲ

帯 ビ針葉 ノ先端 尖 リ毬實 ハあをと 望まつ ヨリ小 ナ リ トセ ラレテ居 ル、 別名あか と 草、ね む うとi`

まつ 、ねむ うと 穿、おに と"等 デアル。

 本 學樺 太演習林内 ニモ俗樗 あを と 穿、俗構 あかと 嚇 稽 スルモ ノガ アル、之等 ハ夫 々前記 ノあ

をと 乳 あかと !相 當 スル モノ ・如 クニ解繹 スル者 ア リ或 ハ爾今後 ノ研究 ヲ待 タザ レバ直 チニ

確 定 スル コhノ 困難 ナルヲ云 フ者 モアル ガ故 二か ル研究 ハ專 門家二委 シテ本書 二於 テハ 「俗樗

あを とv」 「俗稽 あかとv」 トシテオ久 但 シ簡 便 ノ爲 二時 二あを と 乳 あ か と 軒 稽 スル コhア

ルベ シ ト難 モ之 ハ略構 デ アル ト承知 シテ頂 キ度 イ。

 え ぞまっ ハPicea ajanensis, Fisch.デ アル ガ此 内ニ モ或 ハ くろえぞ、あか えぞ等 ノ塵別 ガ アル、本

學樺太演習林 内 二存 スルハ タ ・'一種 二過 ギヌガ其 内ニモ種kノ 慶種 ガ アル、其 最 モ著 シキハ樹皮

ノ粗 ナルモ ノ ト滑 ナルモ ノデ アル ノデ本書 二於 テハ此 爾者 ニ ツキ研究 シタノデ アル。以下便宜上

樹 皮 ノ粗 ナJLえ ぞ まっ ヲ「粗皮 えぞ」樹 皮 ノ滑 ナルえ ぞまつ ヲ「滑皮 えぞ」ト略稽 スル コ トニスル。

 現 在製紙 用Pu1Pヲ 作 ルニハ、 えぞ まつ 、 とrま つ ヲ匿別 シテ用 ヒテ居 ナィ。製紙 ニハ ソレデ

モ良 イダ ラウガ、化學 的性質 ヲヤカマ シク云 フ人絹用Pulpニ ハ えぞ まつ、 とs・まつ ハ無論 ノコ

 (1)牧 野 、根本3日 本植物趣萱

 (2) 本 多:造 林學各論
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ト.あ か と Σ゚、 あを とv、 滑皮.粗 皮 ノえぞ ヲモ別 ケル方 ガ望 マ シイ ト考 ヘ ラレル。(勿論蒸煮法

ソノ他 ノ進歩 ニョ リ異 ツタ材 料 ヵ7,等 シイ性質 ヲ具 フルFulpヲ 作 ル研究 ノ方 ガ ヨ リ積極的 デ

ア リ望 マシイ事 デハ アル ガ)

 少 ク モ將來Pulpヲ 目標 トシテ造林 スルナ ラバ、例 ヘ バあを と 、け ラバあを と 嚇 匠劃 ヲ定 メ

テ、造林 シテ.原 料 トスルナ ラバ、均一性等 ニ ツィテ非常 二有利 ナ結 果 ヲ得 ラレル コ ト・思 フ。

 ソ コデ.果 シテ是 等 ノ樹種 ハ何 ノ位 ノ差 異 ヲ示 スモノデアル カ、化學 的分析 、蒸煮試験 ソノ他

ノ實験 ヲナ シテLタ ワクデアル。

 爾本 研究 二於 テ1・、試 料 二用 ヒタル材、帥 チあか と"、 あをと 黛、粗皮 えぞ、滑皮 えぞ、 スベ

テ樺太 ノ本學附罵演習林 二於 テ探取 シタモ ノヲ用 ヒ場

 z え ぞ まっ.と ∫まつ ノ形態 學的、組織學的研究(顯 微鏡窟 眞):一

                                  (1)

 顯 微鏡寓 眞撮 影 ノタ〃Preparation(Praparat)・ ・大髄 次 ノ如 クニ シテ作 ツタ。

 先 ヅ。試 料材 ヲ1cm角 位 ノH㏄kニ シ

   (1)蒸 溜 水 ニ テ煮沸

  (2)50%Alcohol二5分 間 浸漬

  (3)950Alcohol二30分 間 浸漬

  (4) Aceton二2時 間 浸漬

ノ虎 理 ヲナ シ、酷酸 識維素 ノ12%Aceton溶 液 二、約4週 間浸 漬 シ置 キ是 ヲ取 出 シテMicroto:ne

デ戴断 シ、次 ノ塵理 ヲナ シタ(くめ)。

  (1)95%Alcoho1浸 漬

  (2)Safraninニ テ12～24時 間

  (3) 50%Alcoho1十HCIニ テ2～10分 間

  (4)水 ニ テ5分 間

  (5) Delafield,s haematoxylinニ テ20分 間

  (6)水 ニ テ10分 間

  (7)微 酸 性 ノ水 ニテ5--10秒 間

 (1) 井 田、佐竹:林 學會雑誌第十三春第三號(昭 六)

 (2) Chamberlain:Methods in Plant Histology p.84



                                        ]5

   (8)酸 ヲ除 グタメニ水 ニ テ30分 間

   (9)50%Alcoholニ テ1分 間

   (10)95%Alcoholニ テ1分 間

   (11)1000Atcoh 1ニ テ5分 間

   (12)Clove◎11ニ テ5分 間

   (13)Xylolニ テ5分 間

   (14) Slide ノ」ニニ載 セ Balsam ヲカロフ

   (15)Cover

カ ク シテ得 タルPraparatニ ヨ リ爲眞 ヲ撮 ツタ ノデ アル。

 Cross Section:‐Photo. No.9, No.10, No, l i, No.1`1,

 あ か と,・..・…樹脂溝 二非 常 二特異性 ガ アル。 切線 上 二垂直樹脂 溝 ガ連綾 シテ配 列 シテヰ ルコ ト

ハ非常 二面 白 イ。併(も)シ是 ハ外 傷樹脂 溝 カ トモ思バ レル。

 あ をと 黛… … コ レニハ全然Resin canalガ ミ トメ ラレナィ。 化學 分析 デハ、 Resin&Fatハ3.40

%ト 高 イ%ヲ 示 シナガ ラ、 あか と 草二著 シクテ、 あを とv二 全 クナイノハ何故 デア ラウカ。 トニ

                          (m樹 脂溝毛ナイー後逓)

カ ク是ハあか と ・'、あを と¥°ノ著 シイ解剖學 的 ノ匪別 デハ ナイカ ト患 フ。

 滑 皮え ぞ、粗 皮え ぞ…… 何 レモ秋材 ノ部分 ニハ猫立 シテ垂直樹脂溝 ガ散在 シテヰル。 コノ窟 眞

デ・・粗 皮え ぞノ方 ノ ソレガ大 キ ク幽 テヰ ルガ、是 ハ何等本質的 ノ差 異D・ ミ トメ ラレメ。何 レノ

場合 ニモ秋 材部 ノTracheid/Sectionハ 春 材部 三比 シテ小 サiガ 、 P'lembraaeバ カヘ ヅテ肥厚

シテヰル コ トガ ミトメ ラ レルo

 肉 眼 的 二見 テ、年輪間・・あを と ∬ガ最 モ大 キイガ、此爲眞 デ見 テ モ、あを と"ノTracheidノ ・ソ

ノSectionノ 、最大 デ且Membraneハ 最 モ薄 イ。

 髄 腺細胞 ハ皆細 イ黒 イ線歌 トシテ トメ ラ レル。

 Tangential Section:‐Photo. No.13, No.14, No.15,1Vo.16, No.17,

粗 皮 え ぞ、滑皮 え ぞニハ何 レモ髄 線樹 脂溝 ガ ミトメ ラvル 。(あか とy、 あを と 穿ニハ ナ ィ)ソ シ

テ ソノ部分11 細 胞 ノ幅 ハ、粗 皮え ぞ……3-4、 滑皮 え ぞ……2デ ァル。

Resin canaD・Cross Section同 様 粗 皮えぞ ノ方 ガ大 キ イ。

髄 線細胞 ノ高 サバ 粗 皮え ぞ〉 滑皮え ぞ

         あ を とv>あ か と"

Radialノ 方 向二通 ツテ居 ルBordered Prt(Hoftiipfel)ノ ・、 あカと.・ 最 モ多 イ。有縁 孔紋 ノ切
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ロ モ 小 サ ク デ ハ ア ル ガ方 々 ニ ミ トメ ラ レ ル。

 針 葉 樹 材 二 普 通 ニ ミ ラ レ ルSpiralノ ・え ぞ ま つ 、 と Ψ ま っ ノ 何 レ ニ モ ミ・トメ ラ レ ナ イ。

 あ を とrノ 春 材 部 、 秋 材 部 ノTangential Sectionヲ 見 ル トMembrane二 多 少 厚 薄 ・・ミhメ ラ

レ ル ガ 別 ニ ソ ノ幅 ニ ハ 差 ハ ミ トメ ラ レヌ 。 コ レハRadial Section, Cross sectionニ モ 表 ハ レ テ ヰ

ル 様 二Trache{d/Radialノ 方 向 ノ厚 サ バ 春 、 秋 材 部 デ著 シ ク異 ナ/LガTangentialノ 方 向 ノ幅

ハ 大 シ タ 違 ヒハ ナ イ コh二 基 ク。

 Radial Section:‐Pho`o. No.18, No.19, No.20, No.`ll, No.22,

 秋 材 部 ノ 細 胞 列 ハ あ か と"最 モ 砂 ナ ク あ を と 攣 ハ 是 二 次 ギ 、 え ぞ ま つ ハy方 共 カ ナ リ多 イ 。 あ

か と 撃 バ 又 春 材 細 胞 列 モ 砂 ナ イ 。

 粗 皮 え ぞ 二Bordered pitガ 著 シ ク多 イ事 ガ 目 立 ツ。

             H.え ぞ ま つ 、 と,vま つ ノ 化 學 的 研 究

 先 ヅ え ぞ まつ 、 とvま つ ノ化 學 的 ノ 組 成 ヲ 知 ル タ メ ニ 化 學 分 析 ヲ 試 ミ タ 。 ソ ウ シ テ1ヒ學 分 析 ニ

ア タ ツ テ ノ＼

  原 則 ト シ 言 各 成 分 ニ ツ キ三 ツ ヅ ッParallel二 行 ヒ、 場 合 ニ ョ リ(例 ヘ バash等)ニ ツ シ カ 行 ・・

  ナ カ ツ タ モ ノ モ ア ル ガ 、 ソ ノ代 リ不 確 賓 トノ疑 ノ ア ツ タ モ ノ ニ 封 シ テ ハ 、 五 或 ハ 六 叉 ハ ソ レ

  以 上 ノ實 験 ヲ行 ツ タ 。

  得 タ ル 結 果 ノ李 均 値 ヲ以 テPercentageト シ タ 。 此 場 合 著 シ ク 他 ノ値 ト カ ケ ハ ナ レタ モ ノ ハ

  Neg'ect シ テ シ マ ツ タ 。

實 験 ノProcedureト シ テ ハ 本 章2二 述 ベ ル 木 材 分 析 法 二 依 ヅ タ 。

 唯 一 言 コ ・ 二 断 ツ テ オ キ タ イ コ トハa-celluloseノ 定 量 法 デ ア ル 。 即 チa-celluloseニ ツ イ テ ハ 後

ニ モ述 ベ ル 様 二Total cellulosesヲ 定 量 ス ル 爲 二 乾 燥 器 二 入 レ105°C二 約15時 間 放 置 シ タ モ ノ ヲ

用 ヒタ コ トヲ 特 二 附 記 シ テ オ ク。 故 二Pulp分 析 等 二於 ケ ルace'.】uloseト ・・多 少 ソ ノ 意 味 ヲ 異 ニ

ス ル0

 1、 試 料調 製

 あか とa・、  樹 齢260年 、 直樫27.5cm材 ノ長 サ約90cmノ モ ノヲ用 ヒタガ、 コ レハ材料 ノ
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   ,         關係上a圖 ノ如 クニシテSampleヲ 作ツタ。
  ," 
・/             あをと 、9、………樹齢110年 直X28.5cm材 ノ長 サ約90cmノ
 ノ              q        N

              モノヲ用 ヒタガ之亦材料ノ關係上b圖 ノ如 クニシテSampleヲ 作

ノ

             1 えぞまつ(樹皮滑)、………樹齢67年.末 口直X16.8cm(樹 皮
'・
、    /・ 部(ノ)分…m)加 酪1…m,長 ・…m・ 材・… 圖示・
 ( )(ノ)ノ

  、・      '   ル如 キ部分 ヲSampleト シタ。

    ・  圖     .え ぞ まつ(樹 皮粗).… ・…・樹 齢 約250年 元 口直径19cm(李

              均)長 サ70cmノ 材 ヨ リc二 圖示 セル如 キ部 分 ヲSample hシ

       試 料 ハ先 ヅPlaner(動 力鉋)ニ テ小片 トシ、之 ヲ50～60℃ 二

       乾 燥 シCrusherデ 細 粉 トシ、30 Mesh程 度 ノ節 ヲ通 過 スル程

             ノ度・・タ・

            /  細(ノ)粉ニシタモノハ総テ30'・寺間以上室氣中二放置 シ、風乾状態
 も            !

  ＼ 、     !'  二(もノ)戻シテ分析 二 トリカ'ツ タる   も              げ    h       ψ

    b   圏

               2,木 材 ノ化學分析法

 水 分(乾 燥減 量):… …Sampleヲ 約Ig.秤 量 管 二入 レThelco(乾 燥

  器)二 約12,E間 入 レテ乾燥 シ秤 量 シ減 量 ヲ水 分 トシタ。

  Thelco!・ ソ ノ温度 ヲ105'C二 保 ツ。

   乾 燥器 内二入 レテ置 ク時間ハ文獣 ニ ョリ種 々ナルモ

    例 ヘ バ Schorger … …105℃,4～6時(ゆ)間

                     厚   木(ゆ)……105℃,6～7時 間

    c   圖                    Gs>

                     田   中 ・…・・105℃,4～5時 間

 著 者 ハ15時 間 前後 ヲ安全 且便利h考 ヘ テ、是 ヲ探 ツタ。

 (1J Schorger:Chemistry of Cellulose and Wood

 (2)厚 木:パwプ 及び紙

 (3) 田申、安藤:化 學工業試験法
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Alcohol-Benzene浸 出 物:-Sample約!9.ヲSoxhlet浸 幽 器 二 入 レAlcohol h Benzene/1;1師 チ

等 量 混 合 液 ニ テ約7時 間 浸 出 シsolventヲ 出 來 ル グ ケ蒸 獲 シ去 リ、 残 渣 ハ105℃ ニ テ14^-16

間 乾 燥 シ テ 科三量 シ タo

  コ レ ニ テ 定 量 サ ル ル モ ノ ・・、 脂 肪 、 樹 脂 、 臓 及 ビ木 質Gumノ ー 部 デ ア ル 。

  Alcohai-1-Eenzeneヲ 用 フ ル ハ 、 ソ ノ成 績 ヨ クEther或 ハAlcoholヨ リ時 間 短 ク(浸 出 時 間)

  一且確 實 ナ ル爲 デ ア ル 。

1Alkali可 溶 物(Alkc.li soluble matter):‐Sample l g.ヲ300c.c.容 ノErlenmeyer'」flask呂 入 レ、

 1%NaOHヲ100c,c加 へLiebig's coolerヲ 附 シ、 Boiling water bath中 二 入 レ1時 間 保7。 是 ヲ

 豫 メ秤 量 セ ルGlass-filter(or Filter paper)二T 過 シHot water, Dil. CH3・COOH(3N)次 ニ

 Cold waterニ テ洗 ヒ105℃ 二(コ)約12〕寺間 乾 燥 シ、 減 量 ヲ秤 ル 。
  `

熟 水 可 溶 物(Hot water soluble matter):-Sample]g.ヲ300c.c,容 ノErlenmeyer's flask二 入 レ

 水 ヲ100c.c.加 へLieb?g's coolerヲ 附 シ.3時 間 緩 カ ニBoilセ シ ム 。 是 ヲ 豫 メ秤 量 セ ルGla。s-

 filter(or Filter paper)ニ テ櫨 過 シ、 Hot waterニ テ洗 ヒ105℃ 二約12時 聞 乾 燥 シ、 減 量 ヲ 秤 ル 。

冷 水 可 溶 物(Cold water soluble matter);‐Sample 19.ヲ300c.c.容 ノBeaker二 入v.150c.c.ノ 冷

 水 ヲ 加 へ.48時 間 室 温 二 放 置 シ.時 々縄 搾 ス。 是 ヲ豫 メ 秤 量 セ ルGlass-filter(or Filter paper)

 ニ テ濾 過 シ冷 水 ニ テ 洗 ヒ、 同 様 二乾 燥 シ テ 減 量 ヲ 知 ル 。

全 繊 維 素(Totat celluloses):‐Sample O5詳 ヲ 先 ヅSoxh[et浸 出 器 二入 レ、 Alcohol-benzene mixture

 (1:1)ニ テ 約7～8時 間 浸 出 シ、樹 脂 類 ヲ 除 キ、是 ヲ豫 メ秤 量 セ ルGlass-fii士er二 移 シ、 第1圖 ノ如

 キ装 置 ニ テ盟 素gasヲ 約4分 間 作 用 セ シ メ、 後 是 ヲ2%H2SO3ニ テTreatシ テExcessノ 盤 素 ヲ

                   第  1  圖
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 除 キ 、 水 洗(温 水)シ テ 、 次 二 試 料 ヲ300c.c.容 ノErlenmeyer's flask二 移 シ、3%Na2SO3(100^r

 120c・c.)h共 二 、 Liebig's coolerヲ 附 シ、 Bonin;water bath中 二 入 レ、 約1時 間 保 チ 、 而 ル 後

 コ レ ヲ 元 ノGlass-filter二 移 シ、 温 水 ニ テ 洗 ヒ、 叉 盛 素gasニ テTreatス 。   (以 下 同 様

 ノ コhヲ ク リ カ ヘ ス)臨 素gasニ テ4～5回 虜 理 ス ルF、 モ ハ ヤNa:SOa-so:utionデTreatシ

 テ モ液 ガ 赤 褐 一 黄 褐 ニ ナ ラ ズ 無 色 トナ ル 。

 最 後 ノNa2SO3-treatガ 終 レバ 、0.1/o'KMnO4ニ テ漂 白 、 次 二H2SO3(2%)デ 腿 理.熱 水 デ 充

 分 洗1條 シ、105℃ 二14～16時 間 乾 燥.秤 量 、 全 繊 維 素 ノ量 ヲ 知 ル 。

a-cellulose:‐Total cellulosesヲ 定 量 シ タ ソ ノ マ ・ ヲSampleト ス ル。 師 チTotol cellulosesノ ハ

 イ ツ テ ヰ ルGlass-filter二17.5%ノNaOH溶 液 ヲ 約5c.c.加 へ(初 メ1c.c.程 加 へ 硝 子棒 ノ先 端 ヲ

 李 タ ク シ タ モ ノ デ ョ ク 控 合 シ、 然 ル 後 残 液 ヲ 加 ヘ ル)正 確 二45分 間Mercerizationヲ 行 フ。(ソ

 ノ間 時 々擬 搾 ス ル)コ レ ヲSuctionデ 速 カ ニ 引dテAlkali液 ヲ 充 分 二 除 キ 去 リ、 水 洗 シ、 次 二

 10%CHI・COOH溶 液 ヲ 加 へ15～20分 間 艀 置 ス ル 。 更 二 冷 水 、熱 水 デ ョ ク 洗iシ105℃ 二14～16

 時 間 乾 燥 秤 量 ス ル 。Mercerizat二 〇nヲ 行 ツ タ モ ノ ヲ蓮 心 分 離 機 ニ カ ケ ルh非 常 二次 ノ操 作 タ ル 濾

 過 ガ 容 易 ニ ナ ル 。

β,&Y・cellulose:一 是 ハ 次 ノ如 キ 計 算 二依JL。

     Total celluloses30‐ ≪-celluloseo=%of p,&Y-cellulose

Lgnin:‐Sample lg.ヲAlcohol-benzene mixヒure(1:1)デ 浸(へ)出、乾 燥 後 、 Beaker二 移 シ,72%H.,SO.,

 ヲ40c.c.加 へ 充 分 撹 搾 、 常 温 デDes{ccator二 入 レ16痔 間 敬 置 、 蒸 溜 水 ヲ 加 へ1570c.c.ト ナ シ水

 量 ヲConstant二 保 チ ツ ツ2時 間 煮 沸 ス 。 冷 却 後Glass-fiberデ 櫨 過 、 煮 沸 水 デ 洗 瀞 、105 C二

 14--16時 間 乾 燥 、 秤 量 ス ル。

Pentosm:-sample】g.ヲ5,Gc£.容 ノ李 底Flask二 ・ト リ比 重 】.06/HC1ヲ100c,c.加 へ 争 石 綿 ヲ

 附 セ ル 金網 ヲ通 ジ、 直 火 デ熱 ス 。(溜 出 液 ハLiebig's coolerデ 冷 ス)Distillate 30c.c.ヲ 得 ル毎 二

 前 同 様 ノHCI 30c.c.ヲ 注 加 ス ル 。 Distillate 600cc.ヲ 得 ル ニ至 ツ タ時 蒸 溜 ヲ 止 メ 、Phloroglucin/

 HC1溶 液(PhlQr.10g in I L. HCI(sp.gr.1.06))40c.c.ヲ 加 ヘ ル 。 是 ヲWater bath上 デ2時 間 温

 メ(80～85℃)充 分 冷 却 セ ル 後.G】ass-filterデ 櫨 過 、105℃ 二14^-16時 間 乾 燥 秤 量 シ、(Vahieヲ

 aト ス)次 ノ 計 算 ニ ョ リPentosanノ 量 ヲ知 ルv

     Pentosan=(a十 〇.0052)〉 く0.8866

Mannan;-Sample 2.5e.ヲ5%HCI 100c.c,ト 共 二300c.c.容 ノ三 角Flask二 入 レReflua

 condenserヲ 附 シ、直 火 デ≧3.5時 間 煮 沸 シ、櫨 過 シ テ残 渣 ヲBeaker二 移 シ温 水100c,c.デ 撒 分 間
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 Extractシ 櫨 過 シ、 コ レヲ歎 回 ク リ カ ヘ シ濾 液 約500c.c.ヲ 得 、10%NaOHデ 中 和 、微 量 ノ稀 酷

 酸 ヲ加 へ 酸 性 ト シ、Water rath.ヒ デ蒸 獲 シ テ約150c.c.1・ ス。三 角F且ask二 移 シ(此 際 櫨 過 ス)是 二

 Phenylhydraain 3c.c.十H208c.c.十 氷 酷 酸8c.c.ヲ 加 フ。 Water Lath中(60℃ 前 後)二4～5時 間

 入 レ反 躍 ヲ 完 結 セ シ メ放 冷 後 、Glass-filterデ 濾 過 、水 、 Berzene、 Alcoholデ 順 次 二 洗 漁 、105℃

 二乾 燥 秤 量 、0.6ヲ 乗 ジ テMannanノ 量 トス ル 。

 ⑨Mannan定 量 法 二 封 ス ル ー 疑 義 。'

 從 來 ノnlannan定 量 法 ヲ調 べ テ見 ル ト、 緯 テ ガ 、 出 來 タMannAse-nhenylhydrazon・ ・Aceton.デ

洗 絵 ス ルr記 載 シ テ ア ル ガ 、 ド ウ モAcetonハ 此Hydrazonヲ 溶 解 ス ル ノ デ ナ ィ カ ト ノ疑 ヲ 持 ツ

タ ノ デ、E. Fischerノ 文 献(くめ)ヲ調 べ テ見 ルr,

  Mannose-phenylhydrazonハ 、熔 融 鮎 ハ188℃ デ ア ツ テ 、長 時 間 煮 沸 ス ル ト80～10D倍 量 ノ 水

  二 溶 解 ス ル。 冷 却 ス ル ト再 ビ大 部 分 析 出 ス ル 。Ether r Eenzene二 ・・Spurenweise(痕 跡 的)

  二 溶 ヶ ル ガAlcohol h Acetonニ ハ 、 ハ ル カ ニ 難 溶 デ ア ル。

ト ノ記 載 ガ ア ッ タ ノ デ 、7L Penzene, Aceton, A】co':ol, Ether等 種 々 ノ溶 媒 及 ビ、 ソ ノ混 合 物 等

デ.市 販 ノMannoseカ ラ 出 登 シ テ得 タ ルMannose phenylhydrazon二 就 テTestヲ シ タ結 果 、

FerzeneトAlcoholデ(別k二)洗 xル ノ ガ 最 モ良 イ事 ガ 判 ツ タ 。

 Mannose.pheny且hydrazonヲPenzene卜Alcoholト デ洗iシ テ定 量 シ タ モ ノ ヲ0.16439ト リV

(Glass-filter中 二)是 二Acetonヲ50c.c.加 へ41寺 間 位 放 置 シ テ.後 是 ヲ 乾 カ シ重 量 ヲ 秤 ツ タ ノ ニ

0.02128ト ナ ツ テ居 タ。 而 モ 初 メ ニ 用 ヒ タMannose-phenylhydrazon・ ・ソ ノ熔 融 鮎 ヲ 測 定 シ タ 結

果187℃ ヲ示 シ、Fischerノ 云 フ188℃ 二 非 常 二 近 久 先 ヅPractical】y二(縄 封 的 ニ トハ 云 ヒ得

ナ イ ガ)Mannose-phenylhydrazon h考 ヘ テ 誤 リ デ ハ ナ ィ グ ラ ウ ト思 バ レル ノ デ ア ル 。

 疏 結 果 カ ラ見 ル トMannanノ 定 量 ノ 際 生 成 シ タHydrasonヲAcetonデ 洗 漁 ス ル ノ ハ 非 常

二 危 険 ナ コrデ アル ト考 ヘ ラ レル 。

Galactan:‐Sample 2.5g.ヲBeakerニ ト リ、 比 重1,15/HNOR 60c.c.ヲ 加 へWater bath上 デ 蒸

 螢 シテ 約20c.c. hス ル 、 次 二温 水 ヲ 加 へ75c.c.ト シ櫨 過 洗1條 シ テ櫨 液250c.c.ヲ 得 、 蒸 登 皿 二 入

 レWater bath上 ニ テ 蒸 獲 、 約10c.c. rシ 約2週 間 放 置 シ冷 水 ヲ 加 へ24時 間 放 置(冷 水 ヲ 加 ヘ ル

 ノ ハOxalic acidノ 結 晶 ヲ溶 カ ス タ メ)Glass-filterデ 濾 過 、 H.,050c.c,, Alcohol 60c.c., Etherデ

 洗 漁 、105℃ 二 乾 燥 秤 量 、1.2ヲ 乗 ジ テGalactanノ 量 ヲ知 ル。

  (1) E.Fischer:Kohlenhydra:e and Fermente



                                            21

Methoxyl(CH30):一 一Sample O.39.ヲ 比 重1.7/HI 10c.C,卜0.59前 後 ノ赤 燐 ト共 二 、 Cqgasヲ

 途 入 シ ツ ツ 、150～160℃ デ蒸 溜 シ テ 出 テ 來 ルCH31ハAgNO;-solution二 吸 牧 サ セ、 生 ズ ル

 Aglノ 沈 澱 ヲBeaker二 移 シ、13.,0500c.c.ヲ 加 へ 、 硝 酸 酸 性 ト シ蒸 稜 シ テ ニ 分 ノ ー 容rシ 、

 Glass-fil;erデ 櫨 過 シ テ 、 HBO, Alcoho】 デ ,,、!05℃ 二 乾 燥 秤 量 ス ルn(得 タValueヲNト ス)

               100    CH
30=o.132XNX              Sample g.

窒 素(Nitrogen):‐Sample l gヲ 次 ノ如 キ酸1ヒ剤129卜Conc. H2SO420c.c.ト 共 二分解堤 二入 レ分

解 ・(約 塒 間 ・要 ・)N・ ・HデA1・ … 性 ・シ、 K,S・ ・1・・… ヲ加 一・翻 ・、 NH・ ヲH;S・ ・

 二 吸牧 セシメBack titrationヲ ナ ス。

 帥 チNノ 定量 ハKjeldaht法 二依 ル。

    醐 ・{黙;三11ムll§l
    Indicator:55rensen's indicator

Crude protein:‐Nitrogenノ%二6.25ヲ 乗 ジ テ得 。

茨 分(Ash):‐Szmp'.e]gヲ 白 金 皿 二 ト リ、 最 初 ノ、徐 々 二 次 二 強 熱 シ テ灰 化 シ テ 秤 量 ス 。

 3,と 穿 まつ ノ 化 學 的 組 成

 あ か と 撃、 あ を と 〉〉ニ ッ イ テ ハ 化 學 分 析 ヲ シ タ ル 結 果 ハ 第18表 二 示 ス如 シ。

                   第  18 表

              樺 太 産 と 穿まつ化 學 組 成 分 分 析結 果 表

              あ か と ど(1)   あ 々 とi(.〉)    樺 太 産(3)  (附)            

!一一■■■凸■一一幽＼          _            と 賢まつ         胡ヒ海 道産(4)

 1乾 燥減 量(水 分)    9.90  0   7.23  0    0  0  0     14.01

 2AI・ ・h・1・B・・zen・抽 出物2.883.20  3.153.40  4.433.393.42 Beuz. Ezt,1,272Alc. Ext,1,a6・i3

 3 1%NaOH可 溶 物   13・06 14。50   15・23 6.42    -一  一  一        一

 4  熱   7k    〃          3.54   393      5.11   J.J1       _    _    _             _

 5 冷  水  〃     1.83 2.03   3,4'7 3.74    -   一   一        一

 6  Total celluloses       51.7G  57.45     52,50  56:0     56.G4  57.10  54.96           57.68

7a-cellul°se'  29.°432.2329.4831.78 ‐ ‐ ‐   ‐

8 t(i,y-cellulose  22.7225.2223.0224.92 ‐ ‐ ‐   ‐

 9  Lignin              25.91  28,76     27.10  29,8G     28,25  28.49 28.22          21,81
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             あかとド(1)   あ存とサ(4)     樺 太 産(3)  (附)            
一  〆一一悟     とs#つ     北海道産G)

            氣乾曜 憲 氣乾穫 糠 郁 筒  とずまつ%
 10 Pentosan          8.46  9.39    io.8ユ 11.55    7.曾5  8,65  881        0.97

 11  Mannan              6.45   7.16      5.19   5.49      4.89   488   4.50            7.:,3

 12  Galactan                O.70   0.78       0.22   0.24         _     _     _              0.1G

 13 Hemi-celluloses㌧10+11+12)15。61 17.33   16.22 17.38    _   _  _        _

 14  CH,O                x,94   5,48      5.40   5.82        -    一    一              一

 15窒  棄       0.11 0.12   0.11 0。13   -  一  一       一

 16 Crude protein       O.69  U.75     0.67  0,72      -一   ‐   ‐           ‐

 17  ヵξ  分                0.44   0.49       0,47   0.51        _    __    _              _

・8CH8°Li
gnin・ …    (1A.0')   (19.5')   a

 あ か と ∫.あ を と 掌ヲ比較 スルr、

 (,1)風 乾献 態 二於 ケル吸滋㈱ 態 ノ不 同 ハ、試 料調製 ノ時期 ヲ異 ニ シタル爲 ノ差異 ト思 バ レル。

 (2)Resin&Fatノ 類 ハ大艘 等量 含有 シテヰ ル。

 (3)1%Alkali可 溶 物、熱 水可溶物 、冷水可溶物 ハ何 レモあをとrノ 方 ニ ヨ リ多 イ。

 (4)Total ce11ulosesハ あ か と 黛ノ方 ガ少 シ多 イ。 ガ ≪-celluloseハ相 封 量hシ テハ大 シタ差 ハ

    ナ イo

 (5)Ligninハ あ を と 草ノ方 ガ1%許 リ多 イ。

 (6) Hemi-celiulosesノ ウ チ

     Pentosanハ あ を とvノ 方 ガ2%以 上 モ多 イ。

     Mannar, Galactanハ 何 レモあか とvノ 方 二多d。

    結 局Hemi-ceUulosesノ 和 トシテノ・雨方共 二約17.5%ヲ 示 シ、大 シタ差 異 ヲ認 メ得 ナ イ

    コ トハ面白 イ事實h思 バ レル。

 (7)Methoxyl基 ハ あをとa・ノ方 ガL3gninガ 多 イカ ラ、 ヤハ リ並 行的 ニ ソノ値 ガ大 キ ク出 テ

    ヰ ル。

 (8)窒 素 、灰分 ハ共 二大饅等量 ヲ含 ムo

,上田、 山田氏等 ノ分析結果 卜比 ペテ見 ルh、 他 ノ モ ノ ハ ソウ大 キナ違 ヒバ認 メ ラレナイガ、

Pentosan, Mannanハ 大 分異 ナツタ値 ヲ示 シテヰ ル コhガ ワカル0

 著 者 ノ分 ノ方 ガm二 高 ク出 テヰル。

 (1) (2) 石    崎

 (3)上 田、山田:繊 維素工業Vo1.2ATo.8(大 】5)

 (4)小 澤武
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 4,え ぞまつノ化學的組成

えぞまつノ樹皮ノ粗 キモノ ト滑 ラカナモノニツイテ化學分析 ヲナシタル結果ハ第19表 二示ス如

シo

                  第  19 表

              樺太産えぞまっ化學組成分分析結果表

           えぞまつ(粗皮)(1)えぞまつ(滑皮)(n) 樺 太 産(3) 樺 太 産(4)(附)  、

           礪 凝 礁 えぞまマ%えぞまつ%斐響
 1乾 燥 減量(水 分)   13・03  0  12・88  0 0(風 乾 …10・5)0(風 乾 …11・69) 10・56

2Al・ ・h・1-B・・z… 抽 出 物1・641£9  1,952.24 Alc, F.xt,Benz, Ex,黙 担71  2.03 講2」2

 31%NaOH可 溶 物'  13.06 15,02   12.83 14.i3       -     一      一

 4熱 水  〃     L60 1.84   2.25 2.58       -    一     一

 5 冷   水   〃            1。04   1.20       0.90   1.09              _        _          -

 6 Total celhiloses     51,83 59.52    51.24 58,81        57.71    57,72     55,13

1{1:;ellul°se-cellulose 42.4748.839'610.764°.5646.5510.6812,26  三 豊:7696 :

9 Lignin               23.02  2G.47     26.07  29,9.2           28.68     31.43       22,9G

10 1'entosan              12.57  14.40      13 ,16  15.10            1.77      10,15         1.49

11 blannan               G,08   6,92      5.96   6.85            6 .37      5.13        6.93

12 Gilactan          O.EO  O.85    0.65  0,70        1,10    0.26      0.24

13Hemi-celAiloses   18.8921,j2  1Q7722,70       -一一    一一一     一一

14 CH;,0                4.45   5ユ2      4.76   5.4,             一一        一一一         一一一

1う  窒    素                o.os   O.07       0.【》9   0.io               -一        一           一

lE Crnde protein         O.40  0.45      0.59  0.67            ‐        一一         ‐

17灰  分       0.25 0.29   0,29 0.33       -   0.31     -一

・8CH;,°
Lignin・ …   ρ(19.3')  (18,3)

粗皮 えぞ、滑皮 えぞヲ比較 シテ見 ル ト

(1)Re:in&Fatノ 類 ハ、滑 皮え ぞノ方 二少 シ多 イ。

(2)冷 水 可溶物、1%Alkali可 溶 物 ハ何 レモ粗皮え ぞ ノ方 二高 ク出 テヰ ル ノニ、熟水可溶物 ノ

   こ妙 ナ ク出 テヰJDノ ハー艦如何 ナル物質 ノ存在 二由 ルモ ノデ アラウカ。

 (1) (2) 石     崎

 (3)上 田、三橋1繊 維素工業Vol・5No.4(昭4)

 (4) 厚木、久保:工 業化學雑誌 Vol.30 Nn.4(昭2)

 (5)小 澤武
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 (3)Total celluloses,に・cerωose共 二粗 皮えぞ ノ方 二少 シク多 イ。

 (4)Lξgn{nガ3%以 上 モ滑皮 えぞ二多 イ コ トハ注 目二値 スル。

 (5)Pentosan, Galactanハ 少 シ滑皮え ぞノ方 二多 クMannanハ ソ ノ反封 デ ノル。

    ソ シテHemi-celhiiosesト シテ見 ル トキハ、滑皮 えぞ ノ方 二約1%多 イ。

 (6).窒 素、灰 分ハ、滑皮 え ぞノ方 ガ多 イ。

 上 田、三橋 雨氏 、叉 厚木氏等 ノ 分析結果 ト比 べ テ見 ル ト、 ヤ ハ リ大禮似 タ様 ナ値 ヲ示 シテヰ

ノレO

 粗 皮 えぞ ト滑皮 えぞ トヲ異 ツタ品種 トシテ濁 立 セシムベ キカ否 カニ ッ イテハ大分論議 サ レテヰ

ル様 デアル ガ、化學的分析 ノ結果 カラ以上 ノ様 ナ差異 ガ アラバ レタカ ラr云 ツテ、是 ヲ以 テ直 チ

ニ異 ツタ品種 トスベ シ ト提唱 スル コ トハ差 シ控 ヘル。何 トナ レバ現在 ノ植 物分類學ハ アマ リ化學

的見地 ヲ基礎 トセルモ ノデモナ イシ、叉分析 二供 シタ試料材 ハ ソノ直径 コソ大差 ナカ ツタガ、樹

齢 ノ鮎 二至 ツテハ相當 ノ差 ガ アツタカ ラデアル。

 5,え ぞ まつ、 とa・まつ ノ化學的組成 ノ比較

第18表 、 第19表 二就 テえ ぞまつ トと 、'まつ ノ化學的組成 ヲ比較 シテ見 ルr、

 (1)Resin&Fatノ 類 ハと ∬まつ ノ方 二大分高 クアラバ レテヰ ル。

 (2)冷 水可溶物、熟水可溶物 ハと ∬まつ ノ方多 ク1%Alkali?溶 物 ハ アマ リ差 異 ガ無 イ。

 (3)Total cellulosesニ ッdテ ・・大 シタ差 ヲ 認 メ得 ナイ。 α一cel:uloseノ・非常 ナ差 ガ認 メ ラ レ

    ル。 即 チえ ぞ まつ ノ方 ガ蓬 カニ多 イ。

    コ レハとrま つ ノ方 ハ、分析 前少 クモー ク年以 前 二伐探 シ 」Tヰルニ反 シ、え ぞまつハ分

   析 前 約2-34'月 二探 取 シタ コ トヲ思 ヒ合 セ、或 ハ ソノタメノ差 異 トモー慮 ハ考 ヘ ラレル

    ガ 、次 二示 スSchwalbe氏 等 ノ實験 等 ト思 ヒ合 セテ見 ルh,ヤ ハ リ元來 ノ相違 ダ ラウ ト

   思 ノ・レル。

   貯 蔵 ノ木材 組成 分 二及 ボス影響(くハ)(Effect of Storage on Composition of WoQd)

    乾 燥 状態 二木材 ヲ貯 ヘルh,時 日 ガ経 過 シテモ大 シタ影響 ハ ナイ。

            (2)

    Schwa】be u. Beckerハ260--280年 経 ツ タAmati/tiiolinノ 材(Picea excelsa)ヲ 分

 (1)Schorger:Chemistry of Cellulose&Wood p.39

 (2) Schwalbe a. Becker:Z. angew. Chem.33.(1920)272
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     析 シ、現 在、狽逸 デViolin二 用 フル材 ノ分析 結果 ト比 べ テ 見 タガ何等顯著 ナ差異 ハ

     ナ カ ツタ トdフo

     叉二 年間貯 ヘ タ``Scotch pine"ノ 鋸 屑ハ結 局何等組成 二攣 化ガナ カツタ。併 シ其 ノ

     入 レテアツタ樽 ノ中 ノAirガCO.,goガ6.3%(vo'.)ニ ナ ツテ居 タ所 カ ラ見 ル ト明 ラ

     カニ酸1ヒ ヲ受 ケタ ト思 バ レル。併 シナガ ラBergstrSmガ ヤ ツタ様 二Scotch pineノ 邊

     材 部 カラ取 ツタGasモ6.2%CO2,5.0%儀 ナル組成 ヲ持 ツコ トヲ報 告 シテヰ ルガ、 コ

     ノ事 ノ、併 セ考 ヘネバ ナ ラヌ コh・ 思 フd

 (4)Pentosanノ ・えぞ まつ 二著 シク多 久Hemi-cellulosesト シ テ見 ル トキハ,え ぞ まつ ノ方

    ガ約4%多 イ。

 (5)窒 素 、灰分 ハ共 二えぞまっ ノ方 二紗 ナイ。

 (6)PZethoxyl基 ノ Lignin二 封 スル比 ハ.え ぞまつ、 とrま つ ヲ通 ジテ大罷19デ アル コ ト

    ハ 、 一 ツノ面 白 イ事實h思 バ レル。

    Beckmann 二依 ノレト

     ・・cea excel・a Lign…9.・ ・% CH3°Lignin×1・・-15.77

    Schwalbe u. Becker二 依 ル ト

     Fichte・ ・・・・・・・・…Lignin 28.290 CH304.890 CH;°X100=17.3Lignin

    師 チえ ぞまっ、 と"ま つ ノLignin/Methoxy1含 有 量ハ.是 等 ノ文献 ノDataヨ リ少

    シ高 ク出 テヰ ル。

    而 モえぞまつ トとi・まつ ハ、一方ノ・Piceaデ ア リ叉一方 ハAbiesデ ア リナガラ、略i等

    シ イ19Mフ 値 ヲ示 シテヰル コ トハ、偶然 ノー致 トモ思 ノ・レナイ。北海道産 ノえ ぞまつ、

    とi・まつ ノ此値 ヲ調 べ テ比較 シテ見 タナ ラバ.興 味 アル結 果 ヲ得 ル コ ト・思 フ。

 以 上Rv二 材 ノ化學成 分 ノ立場 カラ見 ル ト、(人 絹用)Pulp用 材 トシテハ、あか とvハ あを とv

ヨ リ叉粗皮 えぞハ滑皮 えぞ ヨ リ優 ツテヰルcソ ウシテえ ぞまっ、 とvま っ ヲ比較 スル トえ ぞまつ

ノ方 ガPip原 料i・ シテ適 當 デ アル様 二考 ヘ ラレル。
,

 6,俗 稽 あをとyノ 春材部 、秋材部 二於 クル化學 的組 成 ノ差異

Sampleヲ 取 ル ニ・・大艦放射線歌 二.材 ヲ縦 二鋸 デ切 リ.薄 イ長 イ片 トナ シ、是 ヲ又 イクッカニ

別 チ、春材、秋材 雨部 ヲリ 々馨 デ別 ケタ。P春 材二属 スベ キカ、 マタハ秋材 トスベ キカ明 ラカデ
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ナ ィ部分ハ操 ラズ ニ棄 テ、紛 ラハ シクナイ眞 ノ春 材、秋材 ノミヲ集 メタ。

 Sampleヲ 多 量 二得 ル コ トガ困難 ナタメ、 Cellulose, Ligninソ ノ他重 要成 分 ノ ミニ ツキ分析 ヲ

試 ミタ。(第20表 参 照)春 材 、 秋材 ヲ ワケテ分析 スル コ トガ出來 ルナ ラバ、 他 ノ材 ニ ツイテモ、試

ミタdト 思 ツタガ、樺 太材 バー般 二年輪間 ガ挾 ク實際上分離 ガ出來 ナ イタメ、 ソレヲ断念 シタ。

 併 シあを と 穿二於 ケル春材、秋材爾部 二於 ケル差異 乃至關 係ハ大禮他 ノ三種 ノ樹種(コ コニ論

ズル所 ノ)ニ モ亦存在 スルモ ノ ト考 ヘ テ大 シタ誤 リハ ナイ ト信 ズル。

                  第  20 表(i)

             樺太産あなとy春 材部、秋材部化學分析表

                  春 材 部         秋 材 部

                氣( )乾% 」05°C二乾燥%      氣( )乾% 105°C二乾燥%

   1 乾燥減量(水 分)        11.01      0        11・37     0

   2 Alcohol-Benzene抽 出物    2.66    2.99        1.i5    1,97

   6 Total celluloses         48,80     54,84          52.78     59.54

   7(a-cellul°se   27,98 31.44  3°.42 34,318 R,Y-cellulose   £0.82 23,40  22.36 25.23

   9  Lignin                     28.45       31,91              25.34       28,58

   10 Pentosau             ll.i9     13.24          10.80     12,]8

   17 Ash               O,41.    0,4G         O,42     0.47

 春 材 、 秋 材 爾 部 ノ成 分 ヲ比 較 ス ル ト、

 (1)爾 方 共 二 等 シ イ腕 態 ノ 下 二 風 乾hシ タ ノ デ ア ル ガ 、 水 分 ガ 大 艦 等 シdコ トハ 、 春 材 ノ

    Fibreモ 秋 材 ノFibreモ 少 クhモ 細 粉 ト シ タ モ ノ ニ 於 テ ハ 、 ソ ノ吸 漁 能 ノ等 シ イMフ

    事 實 ヲ示 ス。

 (2)Res{n&Fatノ 類 ハ 春 材 部 ノ方 二 約1%多 イ 。

 (3)Total cel'uloses, a-cellulose共 二 秋 材 ノ方 二大 分 多d。 併 シa cellulose/Total celluloses

    二 封 ス ル%ハ

        嚢鱗 :;:翻
    デ ア ツテa二celluloseノ 相 封量 ハ大 シタ差異 ガ ミ トメ ラレナ ィ。

 (4)Dgninハ3%以 上 モ春材部 ノ方 二多 イ。

 (5)Pentosanハ 、 春材部 ノ方 ガ約1%多 イ。

 (6)灰 分 ハ大膿 等 シイ。

春 材 卜秋材 トノ値 ハ必 ズ シモ全材 ノ分析 値 ノ中間 ヲ示 シテヰ ナィ。  例 ヘ バPentosan, Ash

 コ レノ、師 チ前述 ノ様 二Samplingノ 時 二、紛 ラハ シイ部分 ヲ除 イテ シマツタ爲 デアル。

  (1)石   崎
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'
コノ事 カ ラ考 ヘルh、 中間部 ニハ

:鍛 黙 瓢 多。事}ガ推察・・JLo
       P

 以 上 ノ事 カラ徐 々二生 長 シタ部分師 チ秋材部 二・・、 ソノa-cel;ulose/Total celluloses二 封 ス

ル%コ ソ愛 リハ ナィガ、

  Total celluoses多 キ事、及 ピ

  Pentosan, Lignin, Resin&Fat等 総 テPulpニ ス ルノニ邪魔 ニナル襟 ナ物 質 ガ春材 部 二比 シ

  テ砂 ナイ事、

ハCanada等 ノ人絹用Pulp材 ハ比較的寒地 ノ極 ク徐 々二生長 セルSpruce材 ヲ以 テ充 テ・ヰル

コ い 思 ヒ合 セル ト非常 二興 味 ノ深 イ事實 デアル。

Ci,、1。,£う、唐 檜 。於 テ,、秋 材,、翻 。リL;g。i。 移 奴Eq。 、1。。1。m,,(… ・羅 臆 味 ・
                                       一

ノレカ ー. .石 崎)二 射 シ テ ・・急 速 二 生 長 シ タ 材 ・・徐 々 二 生 長 シ タ材 ヨ リLignin量 ガ 少 ナ イ 、 h'

               第  21 表(2)      (gin loog dried substance)

            C毅撚 ギ 櫨 「1繍 鐸 櫓 、CH、・P・…sau Lignin C・・lul・se諭灘

 "1)ouglas fir" 謝{禁 霧蒙  ::0015     43:s77s    1519:1056    00:6271    ::48SO   119:9787   3229:si20   :二:::    86::10

≪¥Ve・r.・hi・・p'ガ{駕1:;:1:16

4222.°81.421.471.4:1:68851°,°7s.so 26.3°25.3057CO:s°001::1

"L・b!・]lypine"

材鷹;:281S l:49971}:11011:28411鍛}:59122826:1278:1:°s21::i869

   〃 醐{嚢;;:5°641:1644182]:14191,° °1.111:17ss 1212:i71226,7824,1853.4452,87}1:5220

・・atalp・・ 温材儒1::212.44
9 tO.1111:453974:334454:4422,31022,3:2318:645°.376856.49:;:9409

   ・ 心材儒;::111J:鑓1:27151:39071:97372121:33245019::95°559:38244521:;1

・・Re・Alder・ 〃{嚢;::°24
034:°fis 2°21:ll l:1:1:1822.375523.36:1:i°58d357:3822,8°1622,30

解hibe膿 細 嚢 瑞1°

8:1:23.1119.321:115,4921.45765.4420.5124.354923.6854:7323.141720.15

   〃(。G矧 雲;1:°44903:1減:1157;:1:1:34011;:3425,572523,525357:5666器

   "(・ α醐{嚢 篇::ll::12219:ll;:74411:1罪1:茎2S20:94835257:344718.5614,33

  (1)Schorger:Chem. of Cellu. aiid Wood p.41

  (2) G.J. Ritter 8【1.. C. Fleck:工ouru. Ind・and Eng・Chem・z8,608(lg26)
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テヰ ルガ、 コ レハ實験 ヲ伴 ナハザ ル臆 読 二過 ギナイr ハ ノル 、

 Johnsen氏 ニ ヨル ワト、急 二生長 シタ部 分ノ・Cellulose量 ガ紗 ナイ ト述 ペ テヰル ガ、是 ・・著 者 ノData

卜一 致 スル。(第23表 参 照)

 Ritter&Fleckハ 種 々 ノ樹 種 二就 テ春材、秋材 雨部 ノ分析 ヲ行 ツテヰル ガヤハ リ.春 材 ノ方 ニ

ー般 二Libnin多 クCelluloseガ 紗 ナイUフ 結 果 ヲ出 シテヰ ル。

 第21表 、第22表 ハ、参考 ノタ メニ文献 ニ アラバ レタ諸家 ノ春材、 秋材 ノ分析結果 ヲ示 シタモ ノ

ア ア ル(ロび)o

                 第  22 表(1)

             Fichteノ 春 材部 、 秋 材 部 ノ化 學 組 成(%)

                       Friihholz           Spatholz

   Wassergehalt in%des feuchteu Holzes     10.41      10.39

   Aschengehalt in oo des trocl:en Holzes         O.S3         0,33

   Atherextrllit                       O.76         0.62

   Lignin (hochkonz. HCI)                          28.43              28.45

   iVTethosyl                                        4.65               4.93

   PentOsan                                           7.」$                6.77

                 第  23 表 ②

           Effect of Abnormal Growth on Balsam-fir(%)

            "Rotholz"     Rapid Growth      Slow Growth

   Cellulose                  36,42                 50,35                 52,85

   Alcohol Extract       1.53          2.05          2.85

   工.{gnin                 33.60               24.44               24.85

   CHe-radical         2.74          2.43          2.62

 7、 え ぞ まつ 、 と Σ勢まつU歌 米 産(人 絹 用)Pulp原 料 材 ト ノ比 較 研 究

 え ぞ ま つ 、 と ・'まつhScandinavia, Canada地 方 ノPulp用 材2ロ チ 、 Spruce類 ト比 較 シ テ 見

ル。(第24表 、 第25表 、 第26表 、 参 照)

 是 モ依 ツ テ見 ル ト、 え ぞ ま つ 、 と Σ'まつ ハ

 (1)Ligninモ 別 二 多 ク ハ ナ イ。

 (2)Cellulose contentバ カ ヘ ツ テ欧 米 産 ノ モ ノ ヨ リ多 イ位 デ ア ル 。

 (3)Resin&Fatノ 類 ハ とa・ ま つ ノ方 ハ 少 シ多 イ様 二見 エ ル ガ 、 ソ ウ著 シ ク ハ ナ ィ。

 (1J E. HSgglund u. T. Johnson:Zellstoff u. Papier 7.4901927)

 (2)Johnsen二 依,v… …Schorger:Chem, of Cellu.&w. P.43'
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 (4)Pento3aiハ え ぞ ま つ ハ 大 分 多 イ ガ 、 コ レ モ 本 質 的 ノ峡 鮎 ト ナ ル モ ノ トモ思 ハ レ ォ ィ。

 カ ク ノ如 ク比 べ テ見 ル ト、 何 等 本 質 的 二 異 リ乃 至 ハ 劣 ル ト思 バ レ ル 成 分 的 ノ相 違 ハ ナ イ。

 尤 モRAナ ル 化 學 分 析(現 在 ノ)ニ ヨ ツ テ ・・、 成 分 ノ結 合 歌 態 例 ヘ バCelluloseトL;gninノ 糸吉合 ヤ

Hemi-cc Luloses卜Cel uloseト ノ 關 係 等 ガ 、 外 國 ノSpruce類 トえ ぞ ま つ 、 と 、'まつhガ 非 常 二異

ッ テStルMフ コ トモ考 へ 得 ラ レ ナ イ コ ト託 ナ イ ガ 、 先 ヅ ソ ウ大 シ タ差 ハ ナ イ ト見 ル ノ ガ 至 當 ダ

ラ ウ ト考 ヘ ル。 蓋 シ此 事 二 就 イ テ ハ 將 來 ノ 研 究 法 ノ進 歩 二侠 ツ ヨ リ致 シカ ガ ナ ィ。

 3(Flup用 材 ト シ テ ノ・樹 齢30～60年 ガ最 モ良 好 デ ア ルh ヘ ラ レ テ ヰ ルQ樺 太 二 於 テ ノ・切 口 直

径8～10寸 、 樹 齢80～100年 ノ モ ノ ヲ用 ヒ テ居 ル ガ 、 樺 太 ノ材 ・・天 然 林 ナ ル 爲 、 現 在 樹 齢 ノ比 較 的

老 齢 ナ モ ノ ヲ 用 フ ル コ トガ 多 久 此 事 ハFulp用 材 ト シ テ 不 適 當 ダ ト云 ハ レ テ ヰ ル ガ 、 蒸 煮 ノ條

件 如 何 ニ ヨ ツ テ是 ハ 大 シ タ 問 題 デ ハ ナ イ ト思 フ。 原 木 ノ性 質 ガ 大 髄 同 一 デ ア ル コ トハ 作 業 上 カ ラ

モ 製 品 上 カ ラ モ望 マ シ イ事 デ ハ ア ル ガ 、 ソ レノ、蒸 解 法 ノ技 術 其 他 ノ管 理 改 善 ニ ヨ リ テ材 質 ノ相 違

                   第  24 表

                鰍 来 産 唐檜 鵬 化學 成 分分 析 表(%)

        A.ah  Ce:filose  Lignin Fat.&Re91u

、Vhite Spruce (i)  0,20  56.48  27.CO   O。99
   (C瓢旧d艮)

Black Spruce(n)  0.26・ 50.64  27.5a  O。69
   (Canada)

Red Spruce(3)  0.24 52.90 28.45  1.39

  (Canada)            170teiu Carbohydrate

European Spmce"「ood④ 50. 、  30.   3.3 ' 0.7  16。

                      CAaO A°tAy°C°ld Ap°1%NaCA Peutosan Methylsoluble soluble soluble  Fentosao

White Spruce('⊃)0.31 61.85    1.36 5.ε0 2.14 1.12 11.57 10β9 x,55

            1→(聾鑑 隠蟹ll;;謹1舞)
                     Protein                                                        CHa

Norway Spruce(6)o.;z 57。84 2829  2.S4  0.69              11.30  3,00  2.36
              (HCI法)

                   第  25 表

                 殴 米 産 縦 屑 化 學成 分分 析 表 (%)

                         Hemi-cellulose         Cellulose

        Protein Alc-Benz.Ext. Ash Pentosan Fiexosan pentosan Lignin  crude pure

Tannenholz;Fir)(7)  1.21   2.83   1.10  11.48   13.JH    8。67   29.17  43.44  40,62

  〃        (8)   1.21     1.7i,    0.42    11,63    13.00     9.74    27.98    45.95    44.06

王Salsam Fir Canada)(9)       1.43     028      -       一       __    31.10        51.CO

  (1),(2),(3),(9)Johnsen&Hovey(Tlle manufacture of pulp 8ζpaper voL III P・42)

  (4) Klason(The manufacture of pulp 3t paper Vol.--I p.4z)

  (5) Schorger(Sutermeister:Chem・of pulp 8こpaper making P・55)

  (6) Schwalbe u. Becker(Hagglund Holzchemie)

  (7),(8) E.Becker u・工 〕[Honig Z・angew. Chem・,32(igi9)155
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ニ ヨ ル 不 利 二打 克 ツ コh二 努 メ ネ バ ナ ラ ヌ6

                   第  26 畿

       樺 太 産 えぞ まつ、 と ずまつr欧 来 産Pulp用 樹 材rノ 成 分比 較 (%)

            Cellulose   Lignin  Hemi-cellulose Resin C Fat  Ash   Pentosans

 European Sp vice (Kl:,sou)   ε0         ε0           -        3・3        0・25         -

White Spruce(Sohorger} 52,22(61,85  ‐    ‐    1,36   0.31   10,39

WhiteSpruce

BlackSpnice(Johnsen

RedSpruce 56.4856.6453.9527.EU27.5528.45三1;;;°.250.260.24三

 Norway Sptuce(Schwalbe) 57.84    28.29      -     2.34     0.77    11.30

購:1幕 屡:}(m)59,5958,81 2629:4792 21,7222,70 1.892.24 1:2933 11:4510

 Balslm Fir (Johnsen        51,6U       31.10         ‐        1.42        Q28         ‐

1:1}・KSii・g・  4343:4490" asi7u7.ss 2222:2574 1:8371 二:1°43 1111:鴛

継}・ 石崎) 瀦 糊 1717:3338 1:2°4U l:4951 、1::!

    IIIえ ぞ まつ 、 と`Vま つ ヲ原 料 トセ ノレSulphite pulpノ 研 究

 1、Magne3ium bisulphite二 依 ル蒸煮試験

SO2ハ 第2圖 ノ如 キ装 置ニ ヨ リ銅 屑 卜濃硫酸 ニ ヨ リ嚢生 セ シメ、是 ヲ水 二吸牧 セシメテ亜硫 酸

ヲ作 ツタσ

  第 2 圖

        

         1
          Cu十II2SO4→CeSO4十H2

          H2十H:SO9→SO2十2HnO
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       0r  Cu十2H.,SO4→CuSO4十2H20十SO,

 蒸 煮 液 ノ・MgOヲ0.92%ニ ナ ル様 二加 フ。 而 シテ ソノ中 二含 ム 」V・Jノ量 ハ

N

10・,・ 依ル齪Sta"chヲlndicat°r........19.・・Cu

        :.Total SO:・・・・・・・・・…19.3×0.3204=6.1890'

 あ か と"、 あをと"、 租皮 えぞ、滑皮 えぞヲ各 々Planerニ テ御iヅ タ小片 ヲ約65gヅ ツ トリ各 々

二蒸煮液 ヲ約1Litre加 へ n Autoclave中 二入 レ.計12時 簡蒸煮 ス。

         Max. Press.68b"'   Max. Temp.155'C

         Mean Press.5～5.5atrq Mean Temp.135ti 140℃

 初 メ ハ徐 々二温 度 ヲ上昇 サセ、液 ノ滲透 ヲ均一 ナ ラシメル様 ニ シタ。

腹 液 あかと,・.… …・N10・,6.・ ・・・…一 …,1.99°0

      あ を と 草… …… ク  5.60    〃 1.79

      粗 皮 え ぞ… ・・;… 〃 7.30   〃 2.34

      滑 皮 え ぞ……… ク  5.70    〃 1.83

 得 タルPulp・ ・水洗後、乳 鉢 二入 レテ充分播 リヅブ シ各 々1500c.c:ノ 水 ト20gノ 漂 白粉 ヲ加 へ

35--40℃ 二約6時 間保 チ、後1%Na2SO3ニ テ虎理 シタ。是 ヲ木綿布 デ櫨 シ、 約4時 間水洗 ス。

乾燥 ノ後風乾状態 トスル:J

 牧  量  あ か と 望    27.5g (原 料 材65g)

      あ を と ・・   28.59 ( 〃  )・

      粗 皮 えぞ    32・09( 〃  )

      滑 皮 えぞ   31.09( 〃  )

 2、 Calcium bisulphite 二依 ル蒸 煮試験

蒸煮綱1齢 賜 鵬
 あ か と 穿、あをとi'.粗 皮 えぞ、滑皮 えぞ各 々20gヲ トリ、蒸煮 液約300c.c.ヲ 加 ヘ テ蒸煮 ス。

         時  間  12時 間

         Max. Press.6.4a""    Max. Temp.155°C

         Mean Press.5^-5.5ac,a  Mean Temp.135--140℃
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腹 液 あか と ・・……・暑B… …・一 …1.09°0

      あ を とs-… … … 〃  3.1㏄'・一 ・…・〃 0.99%

      粗 皮 え ぞ・・…・… 〃 3.6㏄・…… … 〃 1.15%

      滑 皮 え ぞ……… 〃  3.6㏄ … …… 〃 1.i5%

 圃檬 二漂 白粉、Na2SO3ニ テ虎 理 シ水洗乾燥 ス。

 牧  量  あ か とv  7.8g(原 料 材20g)

      あ を と ∫ 7.59( 〃  )

      滑 皮 え ぞ  7.09( ク  )

      粗 皮 え ぞ  7.Og( 〃  )

 3,Ammonium bisulphite二 依 ル蒸煮試 験

蒸煮醐 翫
_°.92° °6.030

Sampleハ 各 々30gヅ ツ ト リ、 蒸 煮 液 ハ 各 々460c.c.ヲ 加 ヘ テ蒸 煮 ス 。

         時  間  12時 間

         Max. Press.6.2acn,   MaY. Temp.155'C

         Mean Press.5^-5.5aAi' Mean Temp.135--140°C

慶 液 あか・ … 一 暑 域 膵 一 ・...$O.,0.81°o

      あ を と Σ   〃  3.0じα……… ク 0.96%

      粗 皮 え ぞ…・一 ・i  3.3・  ク 1.06%

      滑皮 え ぞ……… 〃  2.5°C・一 ・… 〃 0.81%

前F同 様 ノ慮理 ヲ施 ス。

牧  量  あ か と 、'   12g(原 料 材30g)

      あ を とi・   12g( 〃  )

      粗 皮 えぞ    12.5g( ク  )

      滑 皮 え ぞ    12.59( 〃 )

Pulp蒸 煮 試験 ハ、何故 二Sulphi亡e法 ノ ミヲ行 ツタカ ト云 フr、 例 ヘバ駿 素法 等ノ・装 置 ガ問題

hナ ツテ急 二工業 ニハ爲 シ得 ナイ。故 二實際 問題 トシテハ 目下 ノ所Su】p腫e法 デナケ レバナ ラナ
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イ ト考 ヘル カラデアル。

 ソ コデMg, Ca, NHS等 ノBaseヲ 持 ッSulnlute liquorデ 以 上12種 ノPulpヲ 製 造 シテ見 タ ノ

ア ア ル0

  4,外 國産人絹用Pulp rノ 比 較

 Mg, Ca, NH3等 ノSulphiteニ テ蒸煮 シテ製造 シタ以上 ノPulpハ 是 ヲ實際 二分析 シテ見 ル ト

第27表 ノ様 ナ結果 ヲ示 ス。

 同表 ノD.ニ ツ イテー言 スル。著者 ノ作 ツタPulpハ 乳 鉢 デ播 リツブス操 作 ハ行 ツタガ、 Beating

/Operationノ ・全然是 ヲ行 ハズ、且最 後 二木綿 布 デ櫨 ス時 ニハ充分水洗 シ.Cl'ノ 反慮 ハAg NO3ニ

テTestシ 無 論 こ一)ニ ナル マデ洗 ツタガ、省Ca等 ノ残 ツテ居 ル爲 力、 Ashノ%ガ 非常 二高 イ。

現 在 ノPulp工 業 二於 テ、 Ashヲ 實際0.4%cxル 事 ハ至極 容易 ノ コrデ 、寧 ロ ソレ以 下 ノ場合

ノ方 ガ多 イ。 カ ・ル理 由 カラD.二 示 ス如 ク、無水且灰 分0.4%二 換 算 セルa-cellulose contentヲ 出

シタ ワケデアル。

                   第  27 表(1)

          樺太産えぞまつ、 と穿まつヲ原料 トセry Pulp分 析結果表

                        A.     B.     C.     D.

                                       無水且灰分o・4

         原料樹種    蒸 煮 液   水 分  a-cellulose  Ash %二 換 算セry                                       
acellulose

 P・】pN・.・ あかとs  Mg-・ulphit・  5.70%  70.15%  3・30%  76.75

  〃  NQ.2  あ々 とi   〃  〃      6.46    75.38    1・88    81・88

  〃  N(λ3  粗.皮えぞ    〃  〃      5・41    76・43    2・85'   82・95

  〃  N(瓦4  滑皮 えぞ   〃  〃     6・32   77・33   2.13   84・10

 〃  N(λ5  あか とs   Ca-sulphite    5・75    76.21    1・44    81・76

 〃  No.6  あな とs   〃  〃      ao9    74.60    1.29    80,20

 〃  No.7  粗 皮えぞ   〃  〃      7.01    77・40    1・12    83・88

 〃  N(九8  滑皮 えぞ   〃・ 〃     3・93   78.67   α87   82・29

 〃  No,9  あかと～ご   NH;sulphite   4・76    i9.96 '  3.22    86・71

 〃  No. IO あを とダ   〃  〃   '・  5.17    78.52    ユ・78    84・02

 〃  No. II 粗皮 えぞ   〃  〃     4.63   81.63   1・06   86・37

 〃  No.12 滑皮えぞ   〃  〃     6.65 『 78.11   1.04    81.14

                                      無水 物a-cellu.%

 ``Kipawa,,     一         一          7,23     79.78     0.i7     85.99

 (1)石   崎
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 表 二依 ツテ考察 シテ見 ル ト、

 (!「)NH,-sulphite法 ガ最 モ成績優秀 ナ機 デ アル。

    名 樹 種 ニツイテa-celluloseヲ シ ラベ ルh、

           あ か と 草    NH4>Ca>Mg

           あ を と 掌    NH9>Mg>Ca

           粗 皮 え ぞ    NH4>Ca>Mg

           滑 皮 え ぞ    NH.,>Mg>Ca

    全 般 的 二見 テ

                   NHS>Mg>Ca

    卜見 テ大 キナ誤 リハ ナイモ ノh思 フ。

                    第  28 表

             mPulpト 人絹用Pulp/acellulose l比 較

                原 料 樹 種  蒸 煮 液 灘 難認 撫
   Pulp No・1       あ か と }        Pig-sulphite      76.75

   〃  No.2       あ を と s          ク         81.88

   〃  No.3      粗 皮 え ぞ        〃       82。95

   〃  No・4      滑 皮 え ぞ         〃        84.10

   〃  No・5       あ か と  獄        Ca-sulphite       81.76

   〃  No.6        あ な と ジ          〃         80.20

   〃  No.7      粗 皮 え ぞ         〃        83.88

   〃  No.8       滑 皮 え ぞ         〃        82.29

   〃  No,9        あ か と s         H`-sulphite      86.71

   〃  No・10       あ な と ワ・         〃         84.02

   〃  No. II       粗 皮 え ぞ          〃         86.37

   ク  No, tz       滑 皮 え ぞ          〃         84・14

                                      a-cellulose
            (1J   K

ipawa人 絹用Pulp                              86.99°°

   〃       〃     〃                                                          85。96

   雪F口未晒 ]Pulp                                                             88.19

   加奈陀v一 ヨン印人絹Pulp      (2)               8印8

   英國人絹Yulpノ ー例                          86.30

   アメ リカ、 ド,vナ ー法玉蜀黍人絹Pulp                  74・46

   加奈陀a-fibre印 人絹Pulp                         94・09

(2)樹 種 別 二見 ルr、a-cellulose contentハ

 (1)石   崎

 (2)岡 田:繊 維素工業Vol.$p.225(昭4)
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         あ か と ゾ〉 あを と 掌

         粗 皮 え ぞ〉滑皮え そ

    えぞ まっ、 と ・'まつ ヲ比 ベル ト明 ラカニ

         え ぞ まつ〉 と 、'まつ

    トナ リ、 原材 ノ分析結果 ト略e並 行的 ノ關係ヲ示 ス。

 次 二第28表 二示 ス如 ク是 ヲ外國産入絹用Pulp卜 比 較 シテ見 ル ト、 Pulp No.4, No.7, No.9,

No.10, No,11, No,12特 二No.9, No.11ノ 如 キ相當良 イ成績 ヲ示 シテヰ ル様 デ アル。

 一 饅 工業的製 品ハ、Small scale二 實験 室 デ作 ツタモ ノ ・方 ガヨイモ ノガ出來 ルモ ノモ アルガ、

洋紙 トカPulp等 ハ 全 ク ソノ反封 デ アル。 故 二是 ヲ工業 的 二作 レバ更 二Ashノ 紗 ナィa-cellulose

contentノ 高 丁モ ノガ得 ラ レル ト思 フ。
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             C.結     論

       1優 秀 ナノレ人 絹 用Pulpヲ 得 ン ガ爲 ノ種 々 ノ蒸 煮 法

        精 製 法 二關 スノγ考 察

 蒸煮法 トシテハ、現在CaトMg/Mined sulphiteヲ 用 ヒテ居 ル ガBaseト シ テCaハ 不 安

定 デアツテ、實際上使用 困難 デアリ、極端 二云 フ人 ハ、Caヲ 用 フル限 リ、亜硫酸 法ハ此 上 ノ進

展 ハ難 カ シク行 キ詰 マルダ ラウhサ へ云 ツテ居 ル。

 Mgヲ 用 フルカNH9ヲ 用 フルカ叉 ハNaヲBaseト シ テ用 ヒタ方 ガ蚤 カニ蒸煮 ・・圓滑 二行 キ

叉新 シイ方面 二進展 シ得 ル希望 ガアル。

 併 シMg, NH,或 ハNaヲ 用 フル ト次 ノ様 ナ映 鮎 ガアル。

  (1) PulpヲViscousニ シ易 イコ ト。

  (2) 蓋堅濟 臼勺ノ不 オ≡リo

 Base/Alkaliガ 彊 イ程Pulpハ 粘 性 ニ ナル。 コ レヲ防 グ方注 ヲ將來考 ヘル必要 ガアルこ(2)

ノ方 ハ薬 品 ノ回牧 ヲ良 クス レバ除 キ得 ル峡鮎 デ ァル。

         (t)

 Ammonium sulphite法'、 良 法 デハ アルガ、唯NH3ノ 回 牧 ハ多大 ノ経費 ト困難 ヲ俘 フ。併 シ此

問題 モ將來解決 サ レルデ アラウF思 フ。

 NH,一,Na一 ハ 將來 、室 中窒 素固定、食臨電解 ガ盛 トナ レバ盆 丸廉 償 ニナルダ ラウカ ラ有望 デ アル。

 盟 素法(くの)……種 々ノ人 ノ報 告 ガアル。併 シ要 スル ニ盟 素 ξas法 ハ繊維 ノ慶質 ヲ來 シテ イケナ イ。

艶 素水ハ コ レニ優 ル ガ、最 モ良 イノハ、豫 メAlkaliデ 前虎 理 ヲ シタモ ノニ、馳素水 ヲ働 カス方法

デ好結 果ヲ得 ル トイ.フ。

 臨 素法 ハ食盟電解 副産物 タル盟素 ヲ利 用 スルモノデアルカ ラ將來 注 目スベ キ方 法 デアル。

 Soda pulp法 … …a-cellulose contestノ 高 イモノガ得 ラレル。併 シSoda法 ノ腹液 ノ経濟 的庭

理 ガ問題 トナル。Sodaノ 回 牧 ノLナ ラズ慶液 中 ノ有機 物 ノ利用

 (1)丸 澤常哉:a,特 許、31941(1917)

 (2) 藤本動:東 京工業試瞼場報告 第26號
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        (1}Fuet

        (2) Aceton, Methyl alc., Methyl ethyl keton等

トシテ利 用 スル コ トヲ考 ヘ テ縄濟 的 二有利 二導 カネバ ナ ラヌ。'Soda法 ハ 人絹 用Pulpニ ハ不適

當 トモ考 ヘ ラ レル ガ、全然棄 テ去 ルコ トハ出來 ナイ方法 デア ラウ。

 又 亜硫酸蒸煮 トAlkali蒸 煮 ヲ併用 スル方法 モ アル。此場 合Na£03等 ガ敷 果的 デ アル。 〃 際

Alkali回 牧 ヲ有利 二行 フ必要 ガアル。

 精 製法 、漂 白法 トシテノ・、Pu1Pヲ 酸 化剤 デ庵 理 シ、 Alkali or Alkali earth metalノ 水(くめ)酸1ヒ物

デTreatス ル方法 ガアル。

 叉 寵素(くり)水ヲ用 ヒテ、普通 ノPulpヲ 高 級Pulpニ スル方法 モ提案 サ レテヰ ル。

 叉 普通 ノPu!pヲNaOHデTreatシ テa-cellulose contentノ 高 イ人絹用Pulpヲ 作 ル方法 ガ

ァル。是等 ハ最 モ行 ヒ易 イ精 製法 デ アラウ ト思 フ。

               II結    語

 多 少前 二述ベ タ コ ト・重 複 ノ嫌 ヒハ アル ガ、え ぞまつ.と 穿まつ原材 ノ1ヒ學分析及 ビ種 々ノ蒸

煮試 験 ノ結果 カ ラ考 ヘテ、人絹用Pu且p原 料hシ テハ.大 饅 ソノ優 劣ハ

    粗 皮 え ぞ、滑皮え ぞ、 あか と ゾ、あ をとv

ノ順hナ リ郎 チ粗 皮えぞガ最 モ優秀 デあを と,ガ 此四種 ノ中ず ハ最 モ劣 ツテヰル コhヲ 知 ル。

 將 來入絹用Pulpヲ 目標 トシテ造 林 スルナ ラバ.粗 皮 え ぞガ最 モ ヨイワケデアルガ、 モ トヨリ

コレハ唯軍 二化學Mフ 見 地 カ ラノ ミノ結 論 デアルカ ラ、造林地 ノ氣候、風土、從 ツテ ソノ生長

量等 ヲ是 非共考 ヘ ネバ ナ ラヌ コhハ 言 フマデ モナイ。

 勿論 輩 二経濟 的關係 ヲ度 外視 シテ純良Pu1Pヲ 得 ル タメナ ラバ、 Cellulose特 二a-Ce】1uloseノ

含 量多 クL`gnin, Resin等 ノ砂 ナイモノナラバ、 ソレノ ミデ良 イ ワクデ アルガ、少 クモ企業 トシ
                                      噛

テ見 ルrキ ハ,何 レノ樹種 ヲ鐸 ブカバ生長 量 ト化 學組成分 ノ相關關 係hナ ヅ テ來 テ非常 二複雑 化

シテ來 ル。藪 ニハタグ化學的 ノ立場 カ ラ四種 ノ材種 ノ優劣 ヲ論 ズルニ止 メタ。

 叉 以上論 ジタ如 ク.樺 太産 え ぞまつ、 とvま つ ハ、 ソノ化學 的組成 二於 テハ、欧米人絹用Pulp

 (1) Schwalbe

 (2) 越智主一郎:特 許公告No。1373(昭4)
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原 料 樹材 卜大差 ナ久3Cソ ノ蒸煮試験 二於 テモ相當 ノ好成 績 ヲ示 スカ ラ、

    (1)原 料 材 ノ充分 ナル撰別、 ト

    (2)蒸 煮 液及 ビ蒸煮法 ノ改善、 ト

    (3)適 當 ナル漂 白法及 ピ精製法 ヲ加味 スル事

等 ヲ行ヘバ必ズ ヤコ レヲ原 料 トシテ、優 秀 ナ帥 チa-celluloseノ 含 量高 ク、且均 一・性 二於 テモ間然

スル所 ナキ立派 ナ人絹用Pulpヲ 工 業的 二製造 シ得 ル コ唱ト・信 ズル。
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     〔附〕 如 何 ニ シテ人 絹用Pu1Pテ 自給 スペ キカ

 將 來 人造絹綜 ガ人造羊毛 、人造短繊維 二進展 スル トシテモ、ヤハ リ木材Fulpハ 重 要 ナ原料 ト

シテ用 ヒラレル デ アラウ。 叉 タ トビViscose法 ガ vテ 、 Acetate法 乃至・・酸 化銅法 二依 ルhシ

テモ、其等 ノ原料 トシテ木 材Pulpヲ 用 ヒ得 ナ イ筈 ハナ イ。(現 今ハ アマ リ用 ヒテ居 ナ イガ)

 吾 國 ノ紙 ソノ他 ノ低級Pulp原 料 トシテハ、満洲國 二約100億 石(ソ ノ中 二・・針葉樹 ハ相當 ア

ル コ ト・思 フ)ア ルh4フ 材 二 .ソ ノ大部分 ヲ仰 ギ、 而 シテ満洲 二比 シ鼻賃 ノ高 イ吾 國二於 テ

ハ、高級Pulpタ ル 人絹用Pulp等 ヲ作 ル ノガ得策 デアル ト思 フ。

 是 カ ラ先.非 常 二生 長 ノ早 イ而 モCellulose contentノ 多 イ繊維素原料植物 ガ畿見 サ レナイ ト

モ限 ラナイ、マ タ樺 太二えぞ まつ、 と Σ'まつ ヨ リモー暦適磨 シタ而 モ此 目的 二適 フ所 ノ樹種 ガ見

出 サ レナイ トモ断 言出來 ナイガ、併 シ假 二えぞ まつ、 と Σ'まつヲ以 テ將來永久 二吾國 ノ人絹原料

Pulpヲ 全 部賄 フ トスル ト、

   吾 國 ノ人 絹生産額(國 内需要、海外輸出 ヲ含 メ テ)ガ 年 二2億 封度 ニ ナル トスル。

    ソ レニ要 スルPulpハ3億 封度 郎14萬 噸

    14萬 噸 ノPu1Pヲ 得 ル爲 ニノ、少 クモ200萬 石 ノ材 ヲ必要 トスル。

    所 ガ樺太 二於 ケル幹材蓄積量ハ、大凡

       60年 …1町 歩…約140Festmeter(520石)

    h見 レバ良 イ ト思 フo

    Pulp用 材 ・・60年 ヲ周期 トシテ伐探 スル トスルG

              520石 ÷60=8.7石

            200萬 石 ÷8.7石=27萬 帥 チ27萬 町 歩

    少 クhモ27萬 町 歩 ノえ ぞ まつ、 とa・まつ ノ森林 ヲ必要 トスル。

依 ツテ60萬 町 歩 ノえぞ まつ 、と 、'まつ造林地 ガア レバ是 ヨ リ60年 ヲ周期 トシテ順次 二伐探 シ、

ソノニ分 ノー グ ク優良 ナル材 ヲ撰 別 シテ人絹用Pulpト シ、残鯨 ハ製紙用Pulp等 ニ スル コ トニ

ヨ リテ本邦 二於 ケル入絹用Pulpノ 原 料ハ 自給 自足 スル コ トガ出來 ル課 デ ァル。

 以 上 ノ研究 ハ、京都帝國大學農學部教授志方盆 三博士 ノ御指導 ノ下 ニナ セルモノニテ.終 始明

確 ナル御指針 ト懇篤 ナル御教示 ヲ賜 ハ リシコ トニ1'シ 、 コ・二謹 ンデ深甚 ナル謝意 ヲ表 ス。
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 術本實験二種々御便宜ヲ與ヘラレシ各位二封 シ、 コレマタ厚 クソノ御好意 ヲ謝 ス。

 挿入窮眞二於テ「武田久吉」トアルハ本學部講師理學傅士武田久吉氏 ノ撮影、「演習林」トアルハ

演習林ノ撮影ニカ・ルモノヲ借用 シタノデアリ、著者撮影 ノ分ハ「著者」ト示 シテアル。

                                (一九三二年三月稿)

                  以  上
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